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2020 年度からは、評価依頼の受付期間を下記に固定いたします。コン
サルタントの皆さまの積極的なご参加をお待ちしています。詳細は、
ejob 事業ホームページ（http://www.tokeikyou.or.jp/touroku.html）をご
覧ください。

前期：   5 月 1 日〜   6 月 30 日
後期：10 月 1 日〜 11 月 30 日

2 0 2 0
年 度
評価依頼
受 付

●全国まちづくり会議 2019in 東京におい
て、「評価制度としての ejob 事業を評価
する」と題し、関東圏の地方公共団体、
コンサルタント、学識経験者をパネラー
に招き、本事業について議論しました。

●議論の概要は、ejob 事業 HP で公表中
ですので、是非ご覧ください。

● 2019 年の都市計画学会全国大会（横浜開催）の初日（11
月 8 日）の実務者交流会において、過去、満点評価となっ
た業務を実施したコンサルタントと当該評価を行なった
自治体に今後に向けた抱負等をお話しいただいた。

●本格実施後 3 年間で満点評価業務は２件。相原駅周辺ま
ちづくり検討業務（実施：( 株 ) 住宅・都市問題研究所、
評価：町田市地区街づくり課）および調布市空家等対策
検討調査業務（実施：( 株 ) パスコ、評価：調布市住宅課）。

会場の様子

■より活用される ejob 事業のあり方を議論

■都市計画学会交流会

■協力自治体が増加中
2019年度のTopic
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昨年度新たに
21 自治体が協力！
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都市計画コンサルタント優良業務登録事業（略称：ejob 事業）
へのご協力のお願い

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　私ども都市計画４団体は、ejob 事業について 2013 年度より準備を重ね、２年間の試行
を経て 2017 年度より本格実施を開始し、本年度は 4 年目となります。
　本事業は、自治体から発注される都市計画コンサルタント業務について、受注コンサル
タントの仕事内容を当該発注自治体に評価していただき、優良と評価されたものを公開す
ることにより、コンサルタントの能力向上の動機付けと同時に自治体発注事務の利便向上
を図ろうとするものです。
　本事業の成功には、自治体の皆様のご理解・ご協力とコンサルタントの皆様の積極的な
ご参加が不可欠です。本事業は都市計画業務発展の一助になるものと確信しておりますの
で、関係する皆様にご面倒をお掛けすることになりますが、よろしくご協力下さいますよ
うお願い申し上げます。

　2020 年 4 月

　　　　公益社団法人日本都市計画学会　　　　　　会長　久保田尚
　　　　公益財団法人都市計画協会　　　　　　　　会長　竹歳　誠
　　　　一般社団法人都市計画コンサルタント協会　会長　松田秀夫
　　　　認定 NPO 法人日本都市計画家協会　　  　　会長　小林英嗣

ejob 事業運営委員会について

　ejob 事業運営委員会（以下、運営委員会）は、本事業を管理運営する組織で、都市
計画 4 団体から選出された委員によって構成されています。運営委員会の事務局は、（公
財）都市計画協会に置かれています。（4 団体協定、運営委員会規程）

■運営委員会の構成（2020 年 4 月現在）

日本都市計画学会　 　　　　委員長　　森本　章倫（学会 社会連携委員会委員長）
　　　　　　　　　　　　 　委　員　　竹内　直文（学会 社会連携委員会委員）
都市計画協会　　　　　　 　　々　　　平岡　孝夫（同協会　業務執行理事）
　　　　　　　　　　　　 　　々　　　藤塚　　仁 ( 同協会　調査研究部長）
都市計画コンサルタント協会 　々　　　小出　和郎（同協会　副会長）
　　　　　　　　　　　 　　　々　　　木村　吉晴（同協会　専務理事）
　　　　　　　　　　　 　　　々　　　菊地　建生（同協会　技術委員会委員）
　　　　　　　　　　　 　　　々　　　佐野　雄二（同協会　技術委員会委員）
日本都市計画家協会　　　 　　々　　　柳沢　　厚（同協会　元理事　正会員）
　　　　　　　　　　 　　　　々　　　須藤　裕行（同協会　正会員）
　　　　　　　　　　　　 　　々　　　柴田　和也（同協会　正会員）

オブザーバー　国土交通省（都市局及び住宅局の関係者に適宜依頼）
　　　　　　　自治体（都市計画関係者に適宜依頼）
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　ejob 事業は、自治体発注による都市計画コ
ンサルタント業務の中で、発注自治体に優良
と評価されたものを登録・公開する事業です。
これにより、都市計画コンサルタント業務の
質的向上及び自治体における都市計画コンサ
ルタント業務発注の利便向上を図ることで、
都市計画の適切な実践と展開に資することを
目的としています。
　業務の評価依頼から自治体による評価、デー
タベースへの登録は、以下の流れで行います。

④評価結果の伝達

⑤ デ ー タ ベ ー ス
へ の 登 録

　業務を実施した企業（都市計画コンサルタント）は、登録事項表
（様式１：p12、様式記載方法：p5 を参照）を記入し運営委員会へメー
ルにて業務の評価を依頼。

　運営委員会は、評価依頼のあった案件を、自治体に登録事項表（様
式 1：p12、様式記載方法：p5 を参照）に評価書（様式２：p12、
様式記載方法：p7 を参照）を添えて業務評価を要請。

　自治体は、評価書（様式２：p12、様式記載方法：p7 を参照）に
評価結果を記入するとともに、登録事項表（様式１：p12、様式記
載方法：p5 を参照）の記入内容を確認し、運営委員会へメールで
送付。

　運営委員会は、自治体の評価結果を確認し、評価を依頼した企業
に評価結果を伝達。

　企業へ評価結果を伝達後、発注自治体による評価で「優良」と判
定された業務（☆が付いた業務）に関する情報（業務名、発注自治体、
受注会社、担当技術者、業務概要等）は、（公財）都市計画協会のホー
ムページ上のデータベース（登録優良業務一覧）に登録。

e j o b
事 業に
ついて
事業のスキームや登録・公開の手順

優良業務登録事業(ejob事業)
運営委員会

（都市計画協会内）

データベース
（ホームページで登録事項を公開）

発注自治体受注コンサルタント
(都市計画コンサルタント)

①業務評価の依頼
　登録事項表（様式１）により依頼

②業務評価の要請
　登録事項表（様式１）と共に要請

③業務評価結果の通知
　確認済の登録事項表（様式１）と
評価書（様式２、評価は ０から２
まで）を通知

④評価結果の伝達
　評価書（様式２）を通知

都市計画４団体による運営

データベースの
閲覧情報を活用した業務発注

⑤データベースへの登録
　 を得た業務の情報をホームペー
ジに掲載

発注予定者
（主に自治体）

①業務評価の依頼

②業務評価の要請

③評価結果の通知
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■登録優良業務一覧により、専門コンサルタントが無料でわかる
・自治体の皆さまが発注実績の少ない分野の業務を発注するとき、当該業

務に精通する都市計画コンサルタントにはどんな会社があるのか、その
コンサルタントの過去の実績はどうかなど、得たい情報をあらかじめ知
ることができます。

■自社プランナーの業務実績をデータベースに登録することで全国に情報
発信できる

・本事業への登録により、コンサルタントの皆さまが手がけた優良な業務
が発注自治体により評価され、記録にのこり見える化されることで、担
当技術者の励みと自社のアピールになります。

■認定都市プランナー登録更新の際の CPD 単位が優遇される
・本事業は（一社）都市計画コンサルタント協会が実施する認定都市プラ

ンナー制度とも連携しており、認定都市プランナー登録更新の際に本事
業の評価に基づき、CPD 単位が優遇されます。

※登録業務１件につき CPD20 単位相当として換算されます。

■ 152 団体がご協力
・2020 年 2 月 28 日現在、14 都道府県、138 市区町村、合計 152 自治体が

本事業にご協力いただいております。15 ページをご参照ください。
・新たに協力表明いただいた自治体名等については、随時ホームページに

掲載いたします

ご協力
自治体

e j o b
事業の
メリット

・優良業務の評価・登録にかかる手続き
の様式は、（公財）都市計画協会ホーム
ページ内にある「都市計画コンサルタ
ント登録優良業務事業（ejob 事業）」の
コーナーからダウンロードできます。

手続き
様 式

・ejob 事業についての疑問・質問とその
回答につきましては、ホームページに
まとめています。ぜひご確認ください。Q & A

■データベース閲覧は無料
・データベース（登録優良業務一覧）については、どなたでも無償で閲覧

可能です。
■自治体の参加費用も無料
・自治体の皆さまの本事業への参加には費用は掛かりません。
■データベースへの登録は 5,000 円／件
・コンサルタントの皆さまからの業務評価依頼は無料です。発注自治体に

よる評価で「優良」と判定された業務は、登録にあたり 1 件につき 5,000
円の費用が掛かります。

費 用

自治体のメリット

コンサルタントのメリット

ejob 事業 検索
ホームページは

http://www.tokeikyou.or. jp/
touroku.html

or

or
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株式会社○○○○

東京都○○区○○○○
03‑○○○○‑○○○○
aaaaaaaaa@ccccc.co.jp

④公園緑地計画関係業務

○○市○○○○基本計画策定業務

○○市（○○部○○課　048‑○○○○‑○○○○）

年○月○日　～　2018 年○月○日

Ａ：

Ｂ：

○○県○○市全域

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

なし

◯◯部　◯◯◯◯　

◯◯部　◯◯◯◯　

2020

2019 2020

コンサル
タントの
皆さまへ

業務評価依頼の作業手順

様式１について

Step Ⅰ　業務評価依頼書の内容を記入する
●業務評価依頼書に必要事項を記入してください。

Step Ⅱ　様式１の内容を記入する
●下記に示す通り、様式１に必要事項を記入してください。

Step Ⅲ　記載済みの業務評価依頼書、様式１のデータを事務局へ送付す
● Step Ⅰ、Step Ⅱで作成した業務評価依頼書をメールにて

ejob 事務局へ送付する。

「☆」を得た業務について、登録料をお支払いただいた後、様式１と様式
２の総合評価結果、特記事項（公開事項）が HP 上のデーターベースに登録・
公開されます。（18 頁以降に昨年度分のデータベースを示していますので、
ご参照ください。）

●支店や支社名は、契約に用い
た場合のみ記載してください

●建物や公園の設計業務は対象
外です

●ない場合は「なし」と記載し
てください

●西暦表記で記載してください
●確認した日付と自治体名を必

ず記載してください

●当該調査の位置づけ、背景、
動機などを含めて記載してく
ださい

●主要な提案事項について、工
夫の内容、工夫の経緯等を含
めて記載してください

●ルーチン的な実態調査、アン
ケート調査等は評価対象外で
す

ejob 事 業 へ の 参 加 方 法

Ⓟ

●所属がある場合は必ず記載し
てください

●「認定都市プランナー」の方
は名前の横に「Ⓟ」を記載し
てください
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未参加自治体への働きかけについて

　本事業は、都市計画コンサルタントの皆さまの積極的なご参加がな
ければ始まりません。

　しかし、「参加したくても協力自治体が限られていて参加できない」
とお感じの方が少なくないと存じます。ejob 事業運営委員会としても、
引き続き協力自治体の拡大に努めてまいります。
 併せまして、コンサルタントの皆さまからの自治体への働きかけも大
変有力です。ご協力が得られそうな自治体関係者を、ejob 事業運営委
員会事務局に是非ご紹介下さい。

　その場合の手順は、概ね以下のとおりです。

①働きかけ対象の自治体関係者の所属・氏名・連絡先を運営委員会事
務局にお知らせ下さい。その際、当該関係者の ejob 事業に関する
感触（十分理解していただいた、話は聞いていただいた等）を併せ
てお知らせ下さい。

② ejob 事業運営委員会から、当該関係者に連絡を取り、本事業の関
連諸情報を提供するとともに、本事業へのご協力を要請します。

③上記の結果は、働きかけていただいたコンサルタントの方に速やか
にお知らせします。

32 業務

127 業務

2019 年度

2018 年度
まで

2019年度の登録業務の内訳

■データベースに 158 件の業務実績が蓄積されました

●「総合計画関係業務」や「土地利用計画
関係業務」の登録実績が多く増えました

(%)0 20 40 60 80 100

総合計画関係業務／ 26.1％ (12 件 )

交通計画・施設計画関係業務／ 10.9％ (5 件 )
公園緑地計画関係業務／ 4.3％ (2 件 )

景観計画関係業務／ 4.3％ (2 件 )
市街地整備計画関係業務／ 2.2％ (1 件 )

都市環境計画関係業／ 4.3％ (2 件 )
住宅・住環境計画関係業務／ 4.3％ (2 件 )

マネジメント関連業務／ 4.3％ (2 件 )
その他都市計画に関連する業務／ 13.0％ (6 件 )

土地利用計画関係業務／ 26.1％ (12 件 )

＊一業務あたり 2 分野まで選択されています
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自治体の
皆さまへ

Step Ⅰ　様式１の内容を確認する
①事務局より送られてきた様式１の内容を確認し、相違がないか

確認してください。
②様式１に誤りがある場合は、事務局へご連絡ください。
③相違がない場合は、下段にある自治体確認欄に日付、自治体（担

当部局）名を記載してください。

Step Ⅱ　様式２の内容を記入する
①様式 2 に評価前の必要事項を記入して下さい（次頁の図をご参

照下さい）。
②評価は、業務評価要領（p13~14 参照）に基づき、2 名以上の

評価者で実施してください。下記に「平均評価」、「総合評価」
の算出を例示していますので、ご参照ください。

③算出された評価結果を「平均評価」、「総合評価」に記載してく
ださい。

④評価を補足する上で必要な事項を特記事項に記載してくださ
い。

Step Ⅲ　記載済みの様式１、様式２のデータを事務局へ送付する
① Step Ⅰ、Step Ⅱで作成した様式１、様式２のデータを PDF

に変換し、メールにて事務局へ送付してください。

総合評価で☆印がついた業務については、様式１と様式２の総合評価結
果、特記事項（公開事項）が HP 上のデータベースに登録・公開されます。

（18 頁以降に昨年度分のデータベースを示していますので、ご参照くだ
さい。）

■「平均評価」、「総合評価」の算出方法
＊①は各評価者が個別に作業し、②以降は評価結果をまとめる者が作業す

る。
①評価者は、評価項目ごとに「◎」「○」「ー」を記入する。
　評価基準は、13 頁の業務評価要領第３に規定されています。14 頁の「評

価基準の解説」も参考にご判断ください。
②評価結果をまとめる者は、各評価者の評価結果を一覧表に整理し、評価

項目ごとに◯の数（「◎」は「○」２つとカウント）を合計する。
③評価項目ごとの◯数の合計を評価者数で除した値を、【平均評価】とする。
④７つの評価項目の平均評価を合計した値を【合計】欄に記入する。
⑤上記の【合計】の値が 11 以上を「☆☆」、７以上を「☆」、６以下を「ー」

とし、【総合評価】とする。

評価自治体側の作業手順
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　本事業のデータベースがより有効なものとして機能するためには、ご
協力いただける自治体の増加が何にも増して重要です。積極的なご参加
を心よりお待ちしております。

　ご協力いただく場合の手順は、以下のとおりです。

①運営委員会に「協力する」旨のご連絡をお寄せ下さい。
②運営委員会事務局から「協力依頼書」と「回答雛形」をメール送信

します。
③その内容をご確認いただき、問題がなければその旨の返信をお願い

します。
④当運営委員会委員長名の正式な「協力依頼書」を郵送します。
⑤回答書が運営委員会に届きましたら、本事業のホームページ上に自

治体名等を掲載します。

新 規 で 当 事 業 に ご 協 力 頂 く 場 合 の 手 順

株式会社○○○○

1.67

1.33

0.67

0.67

1.00

1.00

1.00

7.33

○○市○○○○基本計画策定業務

●西暦で表記してください

●必ず 2 名以上で評価を実施
してください

●平均評価の合計の値が 11
以上の場合は「☆☆」、７
以上 10 以下の場合は「☆」、
６以下の場合は「−」を記
載してください

●下記の評価計算で算定され
た点数を記載してください

●業務を通して、「特に良かっ
た点、優れていた点」を中
心に記載してください

●今後改善を要する点等、先
方に直接伝えたい事項を記
載してください

計算した点数を様式 2 へ転載

3 ☆

視点 評価者Ａ

評価の計算例：評価者3 名の場合

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎5 1.67

1.33

0.67

0.67

1.00

1.00

1.00

4

2

2

3

3

3

◎◎

◎

◎

◎

評価者Ｂ 評価者Ｃ
平均評価

（合計／3）

合計
◎＝2
○＝1

業務目的等への対応力

関連情報の収集・分析力

課題解決の提案力

説明力・プレゼンテーション力

調整力

目的の達成度

表現力

5

【データベース掲載対象事項】

【コンサルタントに対する要請等（非公表）】

様式２について

2020
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都市計画コンサルタント優良業務登録事業要項
第１条　　目的

　本事業は、都市計画コンサルタントの業務実績のうち優良なもの（発注自治体による業務評価によっ
て優良と認められたもの）を登録・公開することにより、都市計画コンサルタント業務の質的向上及
び自治体における都市計画コンサルタント業務発注の利便向上を図り、もって都市計画の適切な実践
と発展に資することを目的とする。

第２条　　名称
　本事業の名称は、「都市計画コンサルタント優良業務登録事業」とし、略称を「ejob 事業」とする。

第３条　　実施体制
　本事業は、( 公社 ) 日本都市計画学会、( 公財 ) 都市計画協会、( 一社 ) 都市計画コンサルタント協
会及び認定 NPO 法人日本都市計画家協会による「都市計画コンサルタント優良業務登録事業に関す
る協定書」に定める運営委員会が管理運営する。

第４条　　登録対象業務
　自治体が発注した以下に示す都市計画関連業務のうち、都市計画的な提案力を求める業務（現況調
査や意向把握などの基礎的作業に限定された業務以外の業務）を登録対象とする。ただし、公共工事
に関する調査・設計（公共工事品確法に基づく基本方針で示されている「工事成績評定」の対象とな
るもの）を除く。

①総合計画関係業務　　　　　　　　　　　　　⑦都市防災計画関係業務
②土地利用計画関係業務　　　　　　　　　　　⑧都市環境計画関係業務
③交通計画・施設計画関係業務　　　　　　　　⑨住宅・住環境関係業務
④公園緑地計画関係業務　　　　　　　　　　　⑩マネジメント関連業務
⑤景観計画関係業務　　　　　　　　　　　　　⑪その他都市計画に関連する業務
⑥市街地整備計画関係業務

第５条　　登録事項
　公開情報として登録する事項は、受注者情報（会社名等）のほか以下の事項とする。

①業務分野　　　　　　②業務名　　　　　③発注者（自治体担当部局）
④履行期間　　　　　　⑤担当技術者（進行責任者と作業主担当を明記）
⑥対象地域等　　　　　⑦ JV による場合又は再委託先がある場合には、その必要事項＊
⑧業務内容 200 字以内　⑨発注者（自治体担当部局）の評価

第６条　　評価依頼・登録・公開の手順
1）評価の依頼
　登録を希望するコンサルタント（自治体から直接受注した者に限る。）は、登録対象業務を選定し、
登録事項表（様式１）を添えて、第３条に規定する運営委員会に業務評価を依頼する。この依頼は、
原則として、評価対象業務の契約期間終了日後の最寄りの受付期間内（毎年度 5 月 1 日〜 6 月 30 日
及び 10 月 1 日〜 11 月 30 日）に行うものとする。ただし、複数年度に渡る継続業務に関しては、発
注自治体と協議の上当該継続的業務の最終年度の契約期間終了日後の最寄りの受付期間内とすること
ができる。また、毎年度 10 月 1 日以降に本事業への協力表明がなされた自治体からの発注業務につ
いては、協力表明から二ヶ月以内に行うものとする。

＊⑦の必要事項：JV による場合は相手方の名称及び主な役割分担、再委託先がある場合はその名称
と主な委託事項



10

2）発注者への要請
　運営委員会は、依頼を受けた後速やかに、当該業務の発注者（自治体担当部局）に対し、登録事項
表の内容確認及び業務評価を要請する。

3）評価結果の通知
　要請を受けた発注自治体は、当該業務の公開が適当でない場合等当該業務が本評価事業に馴染まな
いと判断した場合を除き、登録事項表の内容に誤りがないことを確認した上で当該業務を評価し、登
録事項表（自治体確認欄記入済みのもの）及び評価書（様式２）を運営委員会に送付する。

4）評価結果の伝達
　運営委員会は、送付された評価書を速やかに当該コンサルタントに回送する。　

5）登録依頼
　評価書において第７条 4）の☆印を得たコンサルタントは、第 9 条に規定する登録料を添えて運営
委員会に登録を依頼するものとする。

6）関係情報の登録・公開
　運営委員会は、登録情報シートに第５条の登録事項を記載し、（公財）都市計画協会のホームペー
ジ上のデータベースに掲載する。データベースの登録情報は、一般に無料公開する。

7）評価に対する不服申立て
　業務評価結果に対する不服申立ては、認めない。

　　
第７条　　発注自治体による業務評価

1）対象業務の評価は、業務契約に示された期間ごとに区分して行う。ただし、複数年度に渡る継続
的業務については、発注自治体の判断により、全体を一括して評価対象とすることができるもの
とする。

2）発注自治体は、原則として、評価要請を受けてから二ヶ月以内に評価を行うものとする。

3）評価項目については、本事業の趣旨及び評価作業の簡便化の観点から、管理技術力や個人・組織
の取組み姿勢等は対象とせず、成果のクオリティに直接関わる専門技術力、コミュニケーション力、
成果の品質を対象とする。

4）評価方式は、被評価者のインセンティブを確保するため、減点方式ではなく加点方式とし、表記
は☆印（特に優れている業務：☆☆、それに準ずる程度に優れている業務：☆）によるものとする。

5）発注自治体は、評価の安定確保を図るため、運営委員会が定める「業務評価要領」に即して評価
を実施するものとする。

第８条　　運営員会と自治体との取組め
　本事業の円滑かつ安定的な運用を確保するため、協力自治体（本事業に協力する意思を表明した自
治体）と運営委員会とは、本事業の運用に先立ち、双方の役割を確認する等のため、協定、申合せそ
の他の方法により一定の取決めを行うものとする。

第９条　　登録料
　登録を依頼するコンサルタントは、運営委員会が別に定める登録料を運営委員会に納付しなければ
ならない。



11

【参考１】ejob事業スキーム図 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考２】登録対象業務の具体例 

登録対象業務（業務分野） 具体例 

①総合計画関係業務 

②土地利用計画関係業務 

③交通計画・施設計画関係

業務 

④公園緑地計画関係業務 

⑤景観計画関係業務 

⑥市街地整備計画関係業務 

⑦都市防災計画関係業務 

⑧都市環境計画関係業務 

⑨住宅・住環境計画関係業

務 

⑩マネジメント関係業務 

⑪その他都市計画に関連す

る業務 

（１）ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの閲覧 

（２）閲覧情報を活用し 

業務発注 

登録対象業務（業務分野） 具体例
①総合計画関係業務 国土計画、地方・広域計画、都市総合計画・都市計画マスター

プラン、都市再生整備計画、立地適正化計画、観光・農山漁村
振興計画　など

②土地利用計画関係業務 土地利用計画、地域地区制度活用、地区計画　など
③交通計画・施設計画関係業務 都市総合交通計画、交通施設計画（鉄道・新交通・街路・自転車道、

駅広、駐車場、駐輪場等）、バリアフリーのまちづくり　など
④公園緑地計画関係業務 緑の基本計画、緑地・公園計画、農とみどりのまちづくり　な

ど
⑤景観計画関係業務 景観計画、景観まちづくり、都市デザイン、自然・歴史等のま

ちづくり　など
⑥市街地整備計画関係業務 都市再生整備計画、再開発事業計画、土地区画整理事業計画、

密集市街地整備、中心市街地活性化　など
⑦都市防災計画関係業務 都市防災・地域防災計画、避難・誘導計画、宅地防災、災害復

興など
⑧都市環境計画関係業務 環境基本計画、環境影響評価、低炭素対策、スマートシティ・

エネルギー供給計画、廃棄物政策　など
⑨住宅・住環境計画関係業務 住宅政策関連計画、地域高齢者福祉計画、健康・医療・福祉の

まちづくり、住宅地計画・住宅地再生計画、防犯まちづくり　
など

⑩マネジメント関係業務 プロジェクトマネジメント、エリアマネジメント、官民連携等
のアドバイザリー　など

⑪その他都市計画に関連する業務 まちづくり条例案策定、都市計画法令案策定、都市・地域の解
析・調査分析　など

【参考２】登録対象業務の具体例

（注）関係権利者等との協議調整、ワークショップ、事後評価などの業務は、その目的となる計画、
事業等の業務分野とする。

【参考１】ejob 事業スキーム図
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５段階評価 評語 達成度 評価
５ Excellent 90 以上 ◎
４ Good 70 〜 90 ○

３
Upper average 60 〜 70 ―
Lower average 40 〜 60 ―

２ Below average 20 〜 40
１ Poor 20 以下

５段階評価との関係（目安）

業務評価要領
第１　　目的

　この要領は、優良業務を登録するという本事業の目的にそって、自治体による都市計画コンサルタ
ントの業務評価が適正かつ円滑に行われるために、必要な事項を定める。

第２　　評価者
1）自治体の業務評価の責任者は、当該業務の実施状況を把握している職員の中から、業務評価を行

う者（評価者）を２名以上選任する。

2）評価者は必要に応じて相互に意見交換を行うものとするが、最終的な評価については各評価者は
独立して判断を行うものとする。

第３　　評価の方法
1）評価は、３つの評価項目に対応して、下表の視点及び評価基準により行う。

２）各評価者は、評価視点ごとに評価基準に対する達成度を判断し、高いレベルで達していると認め
られる場合は「◎」、それに準じたレベルで達していると認められる場合は「○」をそれぞれ付す。
その際、下表を参考として用いるものとする。

評価項目 視点 評価基準
専門技術力 業務目的等への対応力 当該業務の目的を正確に理解し、業務内容や対

象地域の特性に即応した的確な検討がなされた。
関連情報の収集・分析力 当該業務に関連する多面的な情報収集及び必要

な分析がなされ、それらが的確に提案に生かさ
れた。

課題解決の提案力 課題の解決に向けて、適切で説得力ある解決案
が提示された。

コミュニケーション力 説明力・プレゼンテーション
力

場面に応じた適切な表現媒体を用い、曖昧な表
現がなく、的確かつ論理的で感度のよい説明が
なされた。

調整力 説明に際し、相手の理解度を把握するよう努力
し、的確かつ明確な説明や、粘り強い調整対応
等の工夫により、業務が遂行された。

成果の品質 目的の達成度 要求仕様に対して的確な検討結果が提示され、
有用で質の高い最終成果として取りまとめられ
た。

表現力 最終成果が、簡潔で理解しやすく表現され、記
載方法等についても意欲的な創意工夫がみられ
た。
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３）評価者全員の○数（◎は２とする）の合計を評価者数で除した数（様式２「評価書」中の合計欄の数）
が、11 以上の業務を☆☆、7 以上の業務を☆とし、これを総合評価とする。

４）上記の評価項目及び視点のほか、当該業務の評価にあたり補足すべき事項（評価視点のうち特に
コメントすべき点、評価の視点には包含されないが評価すべき努力、今後同種の業務を行う際に
努力を要請したい事項等）がある場合は、「特記事項」として記述する。

＜参考＞評価基準の解説

評価項目 視点 評価基準 評価基準の解説

１．
専門

技術力

①
業務目的等への

対応力

当該業務の目的を正確に理解
し、業務内容や対象地域の特
性に即応した的確な検討がな
された。

⇒当該業務に関する発注者の意図を深く
理解するとともに、業務対象の社会的・
歴史的背景を踏まえた上で、新な切り口
等により的確な分析・検討がなされたな
ど。

②
関連情報の収
集・分析力

当該業務に関連する多面的な
情報の収集及び必要な分析が
なされ、それらが的確に提案
に生かされた。

⇒多面的な情報とは、例えば幅広い関連
事例・関連項目、他の分野への影響など。

③
課題解決の提案

力

課題の解決に向けて、適切で
説得力ある解決案が提示され
た。

⇒課題の所在や内容を可視化し、課題に
対して専門性・創造力をもって実現性も
踏まえた提案がなされたなど。

２．
コミュ
ニケー
ション

力

①
説明力・プレゼ
ンテーション力

場面に応じた適切な表現媒体
を用い、曖昧な表現がなく、
的確かつ論理的で感度のよい
説明がなされた。

⇒分かり易い図表、模型、CG などを状
況に即して的確に活用し、一般論と当該
業務固有の論点が明確に区分され、発注
者等の質問に対し、意図を深く理解し、
ポイントをおさえた的確な回答がなされ
たなど。

②
調整力

説明に際し、相手の理解度を
把握するよう努力し、的確か
つ明確な説明や、粘り強い調
整対応等の工夫により、業務
が遂行された。

⇒発注者が求めているものを理解した上
で、発注者を含む関係者の意見を受け入
れる態度、協調性をもって業務を遂行し
た、業務において意見の相違が生じた場
合に、対立点を論理的に整理し、粘り強
い適切な調整力により、発展的な結論や
成果を導き出したなど

３．
成果の
品質

①
目的の達成度

要求仕様に対して的確な検討
結果が提示され、有用で質の
高い最終成果として取りまと
められた。

⇒仕様にある検討項目について必要に応
じて深掘りした検討が行われ、かつ、論
旨や提案の根拠及び背景が的確に記述さ
れ、発注者としての有効活用が見込める
最終成果となったなど。

②
表現力

最終成果品が、簡潔で理解し
やすく表現され、記載方法等
についても意欲的な創意工夫
がみられた。

⇒成果品（報告書、計画書等）の構成が
内容を理解する上で適切なものとなって
おり、表現方法においても巧みな図解等
によって、理解しやすいものになってい
るなど。



15

2020 年 2 月 28 日現在（152 自治体）ご協力自治体リスト
自治体 評価を実施していただける部局
北海道 都市計画課
宮城県 都市計画課
福島県 都市計画課
栃木県 都市計画課
群馬県 都市計画課
埼玉県 都市計画課、市街地整備課、公園スタジアム課
東京都 農業振興課
長野県　＊ 建設部
愛知県 都市計画課
三重県 都市政策課
鳥取県 県土整備部技術企画課
福岡県 都市計画課
長崎県　＊ 土木部
大分県 都市・まちづくり推進課
北海道 札幌市　＊ 都市計画課、地域計画課、事業推進課

室蘭市 都市政策推進課
帯広市　＊ 都市計画課
北広島市 企画財政部
下川町 建設水道課

青森県 弘前市　＊ 都市環境部
八戸市 都市政策課

山形県 南陽市 建設課
岩手県 盛岡市 都市整備部

久慈市 政策推進課
陸前高田市 都市計画課
平泉町 まちづくり推進課

宮城県 大河原町 地域整備課
福島県 福島市 都市計画課

郡山市 都市計画課
伊達市 建設部都市整備課、産業部商工観光課、伊達総合支所、月舘総合支所、保原総合支所
楢葉町 復興推進課

茨城県 水戸市 都市計画部
つくば市 環境政策課

栃木県 宇都宮市 都市計画課、市街地整備課、住宅課、緑のまちづくり課
足利市 都市計画課、市街地整備課
佐野市　＊ 都市計画課

群馬県 前橋市 政策部：交通政策課、都市計画部：都市計画課、市街地整備課
館林市 都市計画課

埼玉県 さいたま市 都市局、東部地域・鉄道戦略部
川越市 都市計画部
熊谷市 都市計画課
川口市 都市計画部、都市整備部
所沢市 街づくり計画部
本庄市 都市計画課
東松山市 都市計画課
春日部市 都市計画課
深谷市 都市計画課
越谷市 都市計画課、環境政策課
戸田市 都市整備部
久喜市 都市計画課
北本市 都市計画課
八潮市　＊ 都市計画課、公園みどり課、区画整理課、開発建築課
毛呂山町 まちづくり整備課
三芳町 道路交通課
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自治体 評価を実施していただける部局
千葉県 千葉市　＊ 都市総務課、海辺活性化推進課、都市計画課、交通政策課、都心整備課、市街地整備課

柏市 中心市街地整備課
浦安市 都市計画課

東京都 千代田区　＊ 景観・都市計画課、地域まちづくり課
港区 街づくり支援部
台東区 都市づくり部
墨田区 都市計画課、住宅課、建築指導課、防災まちづくり課、都市整備課、土木管理課、道路公園課、

立体化推進課、拠点整備課
豊島区 都市整備部
練馬区　＊ 都市整備部
足立区 都市建設部
葛飾区　＊ 調整課、街づくり推進課
江戸川区 都市開発部
八王子市 都市総務課、土地利用計画課、都市計画課、交通企画課
立川市 都市計画課、まちづくり推進課、交通政策課、建築指導課
府中市 計画課
昭島市 都市計画課
調布市 住宅課
武蔵野市 都市整備部
町田市 経済観光部、道路部、都市づくり部
国分寺市 まちづくり部

神奈川県 相模原市 都市建設局
横須賀市 都市計画課、市街地整備景観課
藤沢市 都市計画課、藤沢駅周辺地区整備担当、西北部総合整備事務所
小田原市 都市政策課、都市計画課、まちづくり交通課
逗子市 まちづくり景観課
三浦市 全部局
厚木市 都市計画課
大和市 街づくり計画部
平塚市 まちづくり政策部、都市整備部
茅ヶ崎市 拠点整備課
海老名市 まちづくり部
座間市 都市計画課
綾瀬市 都市計画課

新潟県 新潟市 都市政策部
長岡市 都市計画課、住宅施設課、中心市街地整備室

富山県 富山市 都市整備部
石川県 金沢市 都市計画課

加賀市 都市計画課
長野県 長野市　＊ 都市政策課、市街地整備課、公園緑地課、駅周辺整備課、交通政策課

松本市 都市政策課
上田市 都市計画課
安曇野市 都市計画課、建築住宅課
須坂市 まちづくり課
塩尻市 建設事業部
御代田町 建設水道課
小布施町 建設水道課
高山村 総務課

静岡県 静岡市 都市計画部
浜松市 都市計画課
沼津市 都市計画部
富士宮市 都市計画課
島田市 都市政策課
伊豆市 都市計画課

岐阜県 岐阜市 都市計画課
多治見市 都市政策課
可児市 都市計画課
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注 1  この表は、新規に自治体から協力表明をいただいた時点で逐次更新されます。
注 2  ＊印のある自治体に評価依頼される場合は、留意事項をお伝えしますので、予め事務局にご連絡下さい。

自治体 評価を実施していただける部局
愛知県 岡崎市 都市計画課

一宮市 住宅政策課、公園緑地課、都市計画課、区画整理課
豊川市 都市計画課
碧南市 都市計画課
刈谷市 まちづくり推進課
豊田市 都市計画課
安城市 都市計画課
江南市 都市整備部
小牧市 都市建設部：都市政策課、みどり公園課、区画整理課

健康福祉部：長寿・障がい福祉課
東海市 都市整備課
大府市 都市計画課
岩倉市 行政課、都市整備課、企業立地推進室
豊山町 産業・都市政策課

三重県 津市 都市計画部
四日市市 都市計画課
伊勢市 都市計画課

京都府 舞鶴市 都市計画課、企画政策課
大阪府 大阪市 都市計画課

豊中市 公園みどり推進課
吹田市 都市計画室
松原市 まちづくり推進課

兵庫県 神戸市 住宅都市局：計画部、市街地整備部、住宅部、建設局：公園部
加西市 都市計画課
川西市 土木部、都市政策部

和歌山県 和歌山市 都市計画部、スポーツ振興課
紀の川市 農林振興課
美浜町 防災企画課

島根県 大田市 建設部
岡山県 岡山市 都市整備局、事業政策課

倉敷市 都市計画課
広島県 広島市 都市計画課
山口県 長門市 都市建設課

周南市 都市整備部、中心市街地整備部
香川県 高松市 都市計画課
高知県 須崎市 建設課、企画政策課
福岡県 北九州市　＊ 企画調整局、建設局、建築都市局

大牟田市 都市計画・公園課
長崎県 長崎市　＊ 都市計画課

佐世保市 都市政策課
諫早市 都市政策課

熊本県 熊本市 都市政策課、都心活性推進課、開発景観課
大分県 大分市 都市計画課
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ⅲ
 コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

情
報

業
務

を
受

注
し

た
と

都
市

計
画

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

情
報

が
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

単
に

企
業

名
だ

け
で

な
く

、
業

務
を

主
に

担
当

し
た

技
術

者
の

名
前

（
末

尾
の

P
は

認
定

プ
ラ

ン
ナ

ー
）

も
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

ⅳ
 発

注
者

の
評

価
評

価
は

「
専

門
技

術
力

」「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」「

成
果

の
品

質
」

の
3

項
目

7
つ

の
視

点
に

基
づ

い
て

行
わ

れ
ま

す
。

上
記

評
価

を
統

合
し

、高
い

レ
ベ

ル
の

評
価

と
な

っ
た

業
務

が
「

☆
」

「
☆

☆
」

の
2

項
目

で
記

載
さ

て
い

ま
す

。

ⅵ
 特

記
事

項
発

注
自

治
体

が
、

左
記

の
「

総
合

評
価

」
以

外
に

補
足

し
て

お
き

た
い

評
価

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。

ⅴ
 業

務
内

容
業

務
内

容
に

は
、

受
注

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
が

業
務

を
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

ポ
イ

ン
ト

と
な

っ
た

都
市

計
画

的
な

提
案

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

じ
っ

く
り

読
む

と
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

専
門

性
や

力
量

が
垣

間
見

ら
れ

ま
す

。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-1

④
練

馬
区

み
ど

り
の

基
本

計
画

改
定

支
援

等
業

務
委

託

練
馬

区
環

境
部

　
み

ど
り

推
進

課

03
-3

99
3-

11
11

20
17

 
年

4 
月

21
 日

～
20

18
 年

3 
月

30
 

日

株
式

会
社

ポ
リ

テ
ッ

ク
・

エ
イ

デ
ィ

デ
ィ

東
京

都
中

央
区

新
富

一
丁

目
18

 番
8 

号
RB

M
 

築
地

ス
ク

エ
ア

3F

03
-

62
22

-
89

11

ei
gy

ou
@

po
ly

ad
d.

co
.jp

環
境

計
画

グ
ル

ー
プ

 
伴

 武
彦

環
境

計
画

グ
ル

ー
プ

 
才

木
 祥

史
 

都
市

造
景

グ
ル

ー
プ

 
宮

澤
 桃

子
 

環
境

計
画

グ
ル

ー
プ

 
北

市
 裕

樹

東
京

都
練

馬
区

全
域

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

み
ど

り
の

実
態

調
査

結
果

に
基

づ
く

地
域

別
特

性
の

分
析

、
現

行
計

画
指

標
の

達
成

状
況

の
確

認
、

み
ど

り
の

多
機

能
性

及
び

区
民

の
満

足
度

を
測

る
指

標
の

検
討

、
緑

化
委

員
会

資
料

の
作

成
支

援
、

み
ど

り
の

区
民

会
議

の
支

援
等

を
実

施
し

た
。 

（
提

案
内

容
） 

区
民

の
満

足
度

に
貢

献
で

き
る

計
画

へ
の

転
換

を
目

指
し

、
多

機
能

性
を

活
か

し
た

整
備

と
活

動
支

援
の

方
針

（
又

は
施

策
）

を
提

案
し

、
計

画
に

位
置

付
け

た
。

☆
-

20
19

-2
①

平
成

２
８

年
度

 紀
農

林
業

務
第

２
５

号
 

道
の

駅
「

青
洲

の
里

」
基

本
構

想
・

基
本

計
画

策
定

業
務

紀
の

川
市

農
林

商
工

部
　

農
業

林
業

振
興

課

07
36

-7
9-

39
02

20
16

年
8

月
3 

日
～

20
17

年
3

月
31

日

株
式

会
社

オ
オ

バ
東

京
都

目
黒

区
青

葉
台

4-
4-

12
-1

01

03
-

34
60

-
03

29

ei
gy

o@
k-

oh
ba

.
co

.jp

ま
ち

づ
く

り
部

 
担

当
部

長
　

上
田

 哲
生

ま
ち

づ
く

り
部

 
担

当
課

長
　

坊
内

 裕
史

和
歌

山
県

紀
の

川
市

　
西

野
山

　
地

内

な
し

（
提

案
内

容
） 

・「
健

康
」

と
「

観
光

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

  
・

既
存

施
設

を
転

用
し

た
レ

ス
ト

ラ
ン

、
売

店
、

体
験

室
の

整
備

や
特

産
品

 を
販

売
す

る
農

産
物

直
売

所
の

新
設

、
既

存
の

園
路

や
森

林
 を

活
用

し
た

バ
ー

キ
ュ

ー
サ

イ
ト

、
フ

ォ
レ

ス
ト

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
等

の
新

た
な

遊
び

空
間

を
提

案
  

・
本

施
設

を
核

と
し

て
、

隣
接

す
る

看
護

学
校

と
の

連
携

や
本

施
設

と
最

寄
駅

間
に

あ
る

旧
街

道
・

史
跡

等
の

地
域

資
源

を
取

込
ん

だ
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

の
設

定
等

の
、

周
辺

 地
域

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
事

業
展

開
を

提
案

☆
-

20
19

-3
⑩

平
塚

駅
周

辺
地

区
活

性
化

支
援

業
務

委
託

平
塚

市
都

市
整

備
部

都
市

整
備

課

04
63

-2
3-

11
11

20
18

年
6

月
20

日
～

20
19

年
3

月
29

日

株
式

会
社

ア
ル

メ
ッ

ク
Ｖ

Ｐ
Ｉ

東
京

都
新

宿
区

新
宿

5-
5-

3

03
-

33
53

-
32

00

hq
@

al
m

ec
.

co
.jp

国
内

事
業

本
部

 
内

山
　

征
　

Ⓟ

国
内

事
業

本
部

 
木

村
　

晃
郁

　
Ⓟ

 
同

　
小

島
　

桃
子

 
同

　
和

田
　

早
永

神
奈

川
県

平
塚

市
平

塚
駅

周
辺

地
区

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

平
塚

駅
周

辺
地

区
の

活
性

化
を

目
的

と
し

て
、

商
業

者
や

地
域

住
民

が
主

体
で

進
め

る
ま

ち
づ

く
り

活
動

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
等

を
位

置
づ

け
る

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
計

画
期

間
５

年
）

を
策

定
し

た
。 

（
提

案
内

容
） 

ま
ち

づ
く

り
の

実
践

（
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
活

用
社

会
実

験
等

）
を

計
画

へ
反

映
さ

せ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
ま

ち
の

分
析

を
提

案
し

、
地

域
と

の
情

報
共

有
の

も
と

計
画

を
策

定
し

た
。

地
域

が
主

体
的

に
計

画
に

関
わ

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

実
践

へ
の

移
行

が
円

滑
に

進
ん

だ
。

☆
＊

1

20
19

-4
①

⑨
調

布
市

空
家

等
対

策
検

討
調

査
業

務
委

託

調
布

市
 

都
市

整
備

部
住

宅
課

 04
2-

48
1-

78
17

 ※
課

直
通

 

20
18

 年
 

4 
月

 1
 日

~2
01

9 
年

 3
 月

 
25

 日
 

株
式

会
社

パ
ス

コ
 

東
京

都
目

黒
区

東
山

 
2-

13
-5

 

03
-

37
15

-
16

72
 

to
sh

ik
ei

ka
ku

@
pa

sc
o.

co
.jp

東
日

本
事

業
部

技
術

セ
ン

タ
ー

社
会

情
報

部
 

大
山

 哲
也

Ⓟ
 

東
日

本
事

業
部

技
術

セ
ン

タ
ー

社
会

情
報

部
都

市
計

画
課

 
室

伏
博

也
 

同
　

奥
村

恵

東
京

都
調

布
市

 
な

し
（

調
査

検
討

事
項

） 
調

布
市

の
空

き
家

対
策

に
関

連
す

る
様

々
な

検
討

・
支

援
、

及
び

空
き

家
等

 対
策

計
画

(案
)等

の
検

討
。 

(提
案

内
容

) 
調

布
市

と
民

間
事

業
者

が
官

民
連

携
で

取
り

組
む

「
市

内
戸

建
所

有
者

(空
 き

家
予

備
軍

)を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」

の
企

画
検

討
支

援
及

び
分

析
・

ま
と

め
を

実
施

。
ま

た
、

こ
れ

ま
で

の
空

き
家

対
策

の
取

組
状

況
を

 体
系

的
に

整
理

す
る

と
と

も
に

、
官

民
連

携
の

推
進

を
念

頭
に

お
い

た
今

後
の

施
策

・
事

業
の

方
向

性
等

を
ま

と
め

た
対

策
プ

ラ
ン

を
作

成
。

☆
☆

＊
2

＊
1　

ま
ち

づ
く

り
を

担
う

地
域

住
民

へ
丁

寧
な

対
応

を
心

掛
け

、
信

頼
を

得
た

こ
と

に
よ

り
、

今
後

の
事

業
に

つ
な

が
る

結
果

と
な

っ
た

。
そ

の
点

に
関

し
て

の
目

的
の

達
成

度
は

予
想

以
上

と
言

え
る

。
 

＊
2　

「
空

き
家

」
と

い
う

明
確

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
困

難
な

課
題

と
な

る
調

査
・

研
究

の
発

注
に

あ
た

り
、

業
務

工
程

の
全

て
の

段
階

に
お

け
る

丁
寧

な
対

応
と

真
摯

な
課

題
へ

の
取

組
 姿

勢
が

大
き

な
成

果
に

つ
が

っ
た

印
象

を
持

っ
て

い
る

。
今

回
の

発
注

で
　

　
　

　
　

　
経

験
し

た
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
と

課
題

を
共

に
探

求
し

、
意

欲
的

に
関

係
性

を
持

つ
姿

勢
と

、
専

門
的

な
知

識
や

経
験

か
ら

行
う

業
務

が
コ

ン
サ

ル
業

界
で

広
が

っ
て

く
れ

る
こ

と
を

切
望

し
ま

す
。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-5

③
平

成
３

０
年

度
　

藤
沢

市
地

域
公

共
交

通
検

討
他

業
務

委
託

藤
沢

市
計

画
建

築
部

都
市

計
画

課

04
66

-5
0-

35
37

　
 

※
課

直
通

20
18

年
12

月
5

日
～

20
19

年
3

月
20

日

株
式

会
社

パ
ス

コ
東

京
都

目
黒

区
東

山
2-

13
-5

03
-

37
15

-
16

72

to
sh

ik
ei

ka
ku

@
pa

sc
o.

co
.jp

東
日

本
事

業
部

技
術

セ
ン

タ
ー

社
会

情
報

部
　

 
大

山
　

哲
也

Ⓟ

東
日

本
事

業
部

技
術

セ
ン

タ
ー

社
会

情
報

部
都

市
計

画
課

　
松

原
　

龍
彦

神
奈

川
県

藤
沢

市

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

公
共

交
通

不
便

地
域

を
含

む
地

域
一

帯
を

対
象

に
、

新
た

な
地

域
公

共
交

通
導

入
を

想
定

し
た

場
合

の
事

業
性

の
検

討
を

行
っ

た
。 

（
提

案
内

容
） 

都
市

計
画

基
礎

調
査

（
幅

員
別

道
路

現
況

、
土

地
利

用
現

況
）

等
を

活
用

し
、

車
両

サ
イ

ズ
に

応
じ

た
ル

ー
ト

案
を

設
定

し
た

。
G

IS
を

活
用

し
て

算
出

し
た

沿
線

人
口

、
市

内
先

行
事

例
の

利
用

・
運

営
状

況
等

を
基

に
、

事
業

性
（

需
要

、
運

行
経

費
、

収
支

等
）

を
検

証
し

た
。

運
営

方
式

は
、

交
通

事
業

者
に

よ
る

運
行

に
加

え
て

、
地

域
組

織
に

よ
る

運
営

も
想

定
し

、
比

較
検

証
を

行
っ

た
。

☆
＊

1

20
19

-6
①

⑪
平

成
28

年
度

　
県

単
　

長
野

県
都

市
計

画
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
業

務

長
野

県
建

設
都

市
部

都
市

・
ま

ち
づ

く
り

課

02
6-

23
5-

72
97

20
16

年
9

月
15

日
～

20
19

年
1

月
31

日

株
式

会
社

Ｋ
Ｒ

Ｃ
長

野
県

長
野

市
稲

里
町

中
央

三
丁

目
33

番
23

号

02
6-

28
5-

76
70

kr
c@

KR
C-

ne
t.c

om
長

野
事

務
所

　
地

域
計

画
室

　
小

林
 真

幸

長
野

事
務

所
　

地
域

計
画

室
　

小
林

 真
幸

 
同

　
長

峯
 史

弥

長
野

県
全

域
な

し
（

調
査

検
討

事
項

） 
10

0m
メ

ッ
シ

ュ
の

人
口

及
び

土
地

利
用

デ
ー

タ
か

ら
、

G
IS

で
都

市
農

業
地

域
の

規
制

区
分

毎
の

人
口

動
態

と
開

発
動

向
を

分
析

し
、

圏
域

単
位

で
現

行
制

度
の

土
地

利
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
機

能
性

を
評

価
 

（
提

案
内

容
） 

・
前

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

後
の

都
市

づ
く

り
関

連
の

変
化

を
８

項
目

で
簡

潔
に

整
理

し
、

改
定

の
視

点
を

３
点

に
集

約
 

・
コ

ン
パ

ク
ト

･
プ

ラ
ス

･
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

に
県

独
自

の
解

釈
を

加
え

、
都

市
構

造
の

基
本

概
念

と
信

州
ら

し
い

都
市

づ
く

り
推

進
の

施
策

概
念

と
し

て
位

置
付

け
、

目
標

や
施

策
に

反
映

☆
＊

2

20
19

-7
⑧

28
 つ

く
ば

市
低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
支

援
業

務

つ
く

ば
市

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
推

進
課

(現
環

境
政

策
課

) 

02
9-

88
3-

11
11

20
16

年
7

月
13

日
~2

01
7

年
3

月
28

日
 

株
式

会
社

U
R

リ
ン

ケ
ー

ジ
 

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
一

丁
目

5
番

3
号

 

03
-

62
14

-
57

32
 

ta
ni

gu
ch

i
-h

@
ur

lk
.

co
.jp

都
市

整
備

本
部

 都
市

環
境

室
 都

市
環

境
シ

ス
テ

ム
課

  
谷

口
 秀

人
 

同
左

 古
山

薫
 

茨
城

県
 

つ
く

ば
市

 全
域

な
し

(調
査

検
討

事
項

) 
建

物
の

低
炭

素
化

，
環

境
配

慮
型

の
開

発
事

業
の

実
施

，
都

市
機

能
や

 都
市

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

効
率

化
な

ど
を

誘
導

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 を

策
定

し
た

。 
 (

提
案

内
容

) 
建

物
、

環
境

配
慮

型
開

発
の

定
量

評
価

手
法

を
如

何
に

設
定

す
る

か
が

 課
題

で
あ

っ
た

が
、

BE
LS

(建
築

物
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
性

能
表

示
制

度
) を

活
用

し
つ

つ
段

階
的

な
評

価
項

目
を

設
定

す
る

こ
と

で
公

平
な

定
量

 評
価

を
可

能
と

し
た

。

☆
☆

＊
3

20
19

-8
④

⑧
広

域
に

お
け

る
自

然
資

源
活

用
施

策
策

定
業

務
委

託

埼
玉

県
東

南
部

都
市

連
絡

調
整

会
議

(自
然

資
源

専
門

部
会

）

 事
務

局
: 

越
谷

市
環

境
経

済
部

環
境

政
策

課
 

04
8-

96
3-

91
83

20
16

年
7

月
20

日
~2

01
8

年
3

月
23

日
 

株
式

会
社

 
U

R 
リ

ン
ケ

ー
ジ

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
 

1-
5-

3 
日

本
橋

西
川

ビ
ル

 
9F

 

03
-

62
14

-
56

93

ta
ka

ha
sh

i-
ka

zu
@

ur
lk

.co
.jp

都
市

整
備

本
部

 都
市

環
境

室
 髙

橋
 和

嗣
 

同
左

 都
市

環
境

デ
ザ

イ
ン

課
  

岸
本

 智
代

子
 

會
田

 遥
平

 
中

村
 克

己
 

埼
玉

県
東

南
部

地
域

5
市

 
1 

町
(草

加
市

、
越

谷
市

、
八

潮
市

、
三

郷
 市

、
吉

川
市

、
松

伏
町

) 

な
し

・
東

京
に

近
接

し
都

市
化

の
進

展
が

著
し

く
、

都
市

的
課

題
や

自
然

環
境

が
 近

似
し

た
5

市
1

町
の

広
域

連
携

事
業

と
し

て
実

施
 

・
都

市
公

園
や

街
中

の
緑

、
屋

敷
林

、
農

地
、

河
川

他
、

都
市

に
散

在
す

る
 自

然
資

源
を

広
域

的
に

捉
え

た
、

全
国

初
の

「
広

域
版

生
物

多
様

性
地

域
 戦

略
」 

・
ま

ち
づ

く
り

へ
の

反
映

ツ
ー

ル
と

し
て

、
各

市
町

の
総

合
計

画
、

都
市

マ
 ス

、
緑

の
基

本
計

画
、

景
観

計
画

、
環

境
基

本
計

画
、

農
業

関
連

計
画

、 
他

の
改

定
時

に
反

映
さ

せ
る

指
針

と
な

る
施

策
群

(行
動

目
標

)を
体

系
 

的
に

構
築

 

☆
＊

4

＊
1　

目
的

と
し

て
い

る
業

務
内

容
を

理
解

し
、

成
果

に
反

映
さ

れ
て

い
た

。
 

＊
2　

高
い

意
識

の
も

と
、

業
務

に
取

り
組

ん
で

い
た

。
高

い
情

報
収

集
力

と
分

析
力

を
持

ち
、

業
務

を
的

確
か

つ
正

確
に

遂
行

し
た

。
＊

3　
主

担
当

者
は

同
種

業
務

の
経

験
に

秀
で

て
お

り
、

参
考

と
な

る
類

似
事

例
の

示
唆

 及
び

そ
の

見
せ

方
に

つ
い

て
優

れ
て

い
た

。
＊

4　
複

数
自

治
体

で
の

広
域

連
携

事
業

の
た

め
、

自
治

体
間

の
調

整
に

時
間

と
労

力
が

必
要

で
 し

た
が

、
粘

り
強

く
対

応
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 



21

N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-9

⑨
藤

の
台

住
宅

再
生

方
針

検
討

支
援

業
務

 (
そ

の
1~

4)
 

町
田

市
都

市
づ

く
り

部
住

宅
課

 

04
2-

72
4-

42
69

 
20

18
年

 
5

月
 9

日
 

~2
01

9
年

 
3

月
 3

1
日

 

（
株

）
市

浦
ハ

ウ
ジ

ン
グ

&
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ

東
京

都
文

京
区

本
郷

1‐
28

‐
34

 
本

郷
M

k
ビ

ル
4F

 03
-

58
00

-
09

25

t-k
ik

uc
hi

@ ic
hi

ur
a.

co
.jp

東
京

事
務

所
都

市
計

画
・

設
計

室
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

 
菊

地
建

生
Ⓟ

東
京

事
務

所
都

市
計

画
・

設
計

室
 

西
村

奈
弓

東
京

都
町

田
市

藤
の

台
地

区
 

な
し

(調
査

検
討

事
項

)  
「

町
田

市
団

地
再

生
基

本
方

針
」

に
基

づ
き

、
分

譲
住

宅
団

地
に

お
け

る
再

生
検

討
を

支
援

す
る

た
め

、
W

S
を

5
回

開
催

し
、

ま
ち

・
団

地
の

目
標

像
と

課
題

解
決

の
ア

イ
デ

ィ
ア

・
取

り
組

み
を

ま
と

め
た

。 
(提

案
内

容
)  

駅
か

ら
バ

ス
圏

立
地

の
大

規
模

分
譲

住
宅

団
地

か
ら

、
建

替
え

だ
け

で
な

い
改

修
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

再
生

を
考

慮
し

た
地

域
の

力
を

活
か

し
た

交
 通

や
商

業
、

未
利

用
地

・
公

園
、

居
場

所
づ

く
り

、
ま

ち
 P

R
の

課
題

 対
応

策
を

取
組

み
時

期
、

主
体

等
わ

か
り

や
す

く
冊

子
に

整
理

し
た

。

☆
☆

-

20
19

-1
0

②
③

平
成

 3
0 

年
度

牧
之

郷
地

区
計

画
等

策
定

支
援

業
務

委
託

 

伊
豆

市
建

設
部

都
市

計
画

課
 05

58
-8

3-
52

06
 

20
18

 年
 

4 
月

 2
0 

日
~2

01
9 

年
 3

 月
 

22
 日

 

株
式

会
社

 
都

市
環

境
研

究
所

東
京

都
文

京
区

本
郷

 2
 

丁
目

 3
5 

番
 1

0 
号

 03
-

38
14

-
10

01

to
sh

ik
an

_
pr

s@
ur

di
.

co
.jp

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
高

鍋
 剛

 
Ⓟ

 

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
實

方
(光

吉
)理

佐
 

同
・

稲
葉

 美
里

静
岡

県
伊

豆
市

牧
之

郷
地

区
 

な
し

人
口

減
少

地
域

に
お

け
る

定
住

促
進

と
地

域
活

力
の

維
持

・
向

上
を

図
 る

た
め

、地
域

の
意

向
を

反
映

し
た

「
牧

之
郷

地
区

ま
ち

づ
く

り
構

想
 (

案
)」

に
よ

る
緩

や
か

な
ま

ち
づ

く
り

の
誘

導
と

合
わ

せ
て

、
都

市
 計

画
法

に
基

づ
く

制
限

を
行

う
地

区
計

画
を

検
討

。
地

区
計

画
の

都
市

 計
画

決
定

に
向

け
た

地
域

の
合

意
形

成
と

関
係

機
関

協
議

の
支

援
と

と
 も

に
、

建
築

物
の

制
限

に
関

す
る

条
例

案
や

駅
前

広
場

の
整

備
構

想
案

 や
区

画
道

路
の

配
置

案
を

作
成

し
た

。
 

☆
＊

1

20
19

-1
1

②
③

平
成

 2
9 

年
度

牧
之

郷
駅

周
辺

地
区

ま
ち

づ
く

り
検

討
業

務
委

託
 

伊
豆

市
 

伊
豆

市
建

設
部

都
市

計
画

課
 

05
58

-8
3-

52
06

 
20

17
 年

 
8 

月
 1

5 
日

~2
01

8 
年

 3
 月

 
23

 日
 

株
式

会
社

 
都

市
環

境
研

究
所

東
京

都
文

京
区

本
郷

 2
 

丁
目

 3
5 

番
 1

0 
号

 03
-

38
14

-
10

01

to
sh

ik
an

_
pr

s@
ur

di
.

co
.jp

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
高

鍋
 剛

 
Ⓟ

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
實

方
(光

吉
)理

佐
 

同
・

稲
葉

 美
里

静
岡

県
伊

豆
市

牧
之

郷
地

区
 

な
し

区
域

区
分

の
見

直
し

(線
引

き
廃

止
)が

行
わ

れ
た

伊
豆

市
の

牧
之

郷
 駅

周
辺

に
お

け
る

虫
食

い
状

の
宅

地
化

の
お

そ
れ

に
対

し
、

鉄
道

駅
の

 交
通

利
便

性
を

活
か

し
た

定
住

促
進

と
地

域
活

力
の

維
持

・
向

上
を

図
 る

た
め

、
秩

序
あ

る
宅

地
化

の
ル

ー
ル

づ
く

り
や

身
近

な
道

路
、

公
園

 等
の

施
設

整
備

な
ど

ま
ち

づ
く

り
を

検
討

。
地

域
づ

く
り

協
議

会
に

お
 い

て
地

域
の

将
来

像
や

土
地

利
用

や
交

通
の

あ
り

方
に

つ
い

て
意

見
交

 換
を

重
ね

、「
牧

之
郷

地
区

ま
ち

づ
く

り
構

想
(案

)」
と

地
区

計
画

 素
案

を
作

成
し

た
。

 

☆
＊

2

20
19

-1
2

②
⑪

平
成

 2
8 

年
度

伊
豆

市
土

地
利

用
条

例
等

作
成

支
援

業
務

委
託

 伊
豆

市
 

伊
豆

市
建

設
部

都
市

計
画

課
 

05
58

-8
3-

52
06

 
20

16
 年

 
5 

月
 6

 日
~2

01
7 

年
 

3 
月

 1
7 

日
 

株
式

会
社

 
都

市
環

境
研

究
所

東
京

都
文

京
区

本
郷

 2
 

丁
目

 3
5 

番
 1

0 
号

 03
-

38
14

-
10

01

to
sh

ik
an

_
pr

s@
ur

di
.

co
.jp

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
高

鍋
 剛

 
Ⓟ

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
實

方
(光

吉
)理

佐
 

同
・

手
島

 朋
之

静
岡

県
伊

豆
市

内
 

な
し

田
方

広
域

都
市

計
画

区
域

か
ら

の
分

離
と

区
域

区
分

の
見

直
し

(線
引

き
廃

止
)に

向
け

、
旧

修
善

寺
町

域
の

用
途

地
域

外
に

お
い

て
、

地
域

 特
異

性
に

応
じ

た
土

地
利

用
規

制
・

誘
導

の
仕

組
み

を
検

討
。

地
域

の
 土

地
建

物
実

態
を

踏
ま

え
て

特
定

用
途

制
限

地
域

の
指

定
案

と
建

築
条

 例
案

を
作

成
。

ま
た

、
狩

野
川

浸
水

想
定

区
域

を
対

象
と

し
て

、
開

発
 時

の
雨

水
貯

留
・

浸
透

機
能

の
確

保
と

建
築

物
の

浸
水

対
策

を
促

す
た

 め
の

「
伊

豆
市

水
害

に
備

え
た

土
地

利
用

条
例

」
案

を
作

成
し

、
合

意
 

形
成

支
援

を
行

っ
た

。
 

☆
＊

3

＊
１

　
前

年
度

に
抽

出
し

た
地

元
住

民
の

意
見

を
反

映
し

た
ま

ち
づ

く
り

構
想

を
ベ

ー
ス

に
、

地
区

計
画

の
案

を
作

成
し

て
い

た
だ

い
た

。
県

・
関

係
機

関
協

議
資

料
(図

面
等

)や
地

元
 説

明
資

料
も

的
確

に
作

成
し

て
い

た
だ

い
た

。
県

協
議

等
に

お
け

る
図

　
　

　
　

面
修

正
に

も
迅

速
 に

対
応

し
て

い
た

だ
い

た
。

 
＊

2　
従

前
市

街
化

調
整

区
域

で
あ

っ
た

鉄
道

駅
周

辺
の

非
線

引
き

用
途

白
地

地
域

と
い

う
前

提
条

件
の

も
と

、
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
の

将
来

像
を

地
元

住
民

と
検

討
し

た
上

で
、

地
区

計
画

 の
素

案
に

つ
な

が
る

ル
ー

ル
や

施
設

を
盛

り
込

ん
だ

構
想

を
ま

と
め

て
い

た
　

　
　

   
だ

い
た

。
＊

3　
区

域
区

分
廃

止
の

代
替

規
制

誘
導

措
置

と
し

て
、

災
害

リ
ス

ク
に

対
し

、
地

域
の

実
情

を
 踏

ま
え

た
対

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
っ

た
が

、
発

注
者

の
意

向
を

理
解

の
上

、
先

進
事

例
 を

的
確

に
盛

り
込

ん
だ

条
例

案
等

の
資

料
を

作
成

し
て

い
た

だ
い

た
。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-1

3
②

⑪
平

成
 2

6 
年

度
伊

豆
市

都
市

計
画

新
制

度
概

略
設

計
検

討
業

務
委

託
 

伊
豆

市
 

伊
豆

市
建

設
部

都
市

計
画

課
 

05
58

-8
3-

52
06

 
20

14
 年

 
5 

月
 2

9 
日

~2
01

6 
年

 3
 月

 
10

 日
 

株
式

会
社

 
都

市
環

境
研

究
所

東
京

都
文

京
区

本
郷

 2
 

丁
目

 3
5 

番
 1

0 
号

 03
-

38
14

-
10

01

to
sh

ik
an

_
pr

s@
ur

di
.

co
.jp

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
高

鍋
 剛

 
Ⓟ

東
京

事
務

所
 

計
画

グ
ル

ー
プ

・
實

方
(光

吉
)理

佐
 

同
・

手
島

 朋
之

静
岡

県
伊

豆
市

内
 

な
し

人
口

減
少

が
進

む
伊

豆
市

に
お

い
て

、
持

続
可

能
な

都
市

計
画

の
あ

り
 方

を
検

討
。

合
併

後
の

市
域

一
体

の
コ

ン
パ

ク
ト

タ
ウ

ン
&

ネ
ッ

ト
ワ

 ー
ク

構
想

と
、

そ
の

実
現

に
必

要
な

土
地

利
用

の
ル

ー
ル

と
拠

点
づ

く
 り

等
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を

提
案

。
土

地
利

用
に

関
し

て
は

、
田

方
広

域
都

 市
計

画
区

域
か

ら
の

分
離

と
区

域
区

分
の

廃
止

、
全

市
へ

の
区

域
拡

大
 と

と
も

に
、

災
害

危
険

性
な

ど
地

域
の

課
題

に
応

じ
た

制
度

活
用

や
条

 例
等

の
規

制
の

あ
り

方
を

提
案

し
、「

伊
豆

市
の

新
し

い
都

市
計

画
」 

の
提

言
作

成
を

支
援

し
た

。
 

☆
☆

＊
1

20
19

-1
4

①
③

第
3

次
安

城
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
策

定
業

務
委

託

安
城

市
都

市
整

備
部

都
市

計
画

課

05
66

-7
1-

22
43

20
17

年
5

月
2

日
~2

01
9

年
3

月
15

日

株
式

会
社

 
国

際
開

発
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

東
京

都
新

宿
区

新
宿

六
丁

目
 2

7 
番

 5
6 

号
新

宿
ス

ク
エ

ア
 

3 

03
-

52
91

-
15

11

ei
gy

o.
na

go
ya

@
id

ec
-in

c.
co

.jp

名
古

屋
支

店
　

山
本

 孝
Ⓟ

       
     

名
古

屋
支

店
　

橋
本

 大
輔

 
仙

台
支

店
　

西
野

 実
央

 

愛
知

県
 

安
城

市
な

し
（

調
査

検
討

事
項

） 
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

(立
地

適
正

化
計

画
含

む
)

及
び

都
市

計
画

道
 路

網
の

再
検

討
を

行
っ

た
。 

（
提

案
内

容
） 

全
体

構
想

や
地

域
別

構
想

の
運

用
に

あ
た

っ
て

は
、

ま
ち

の
課

題
解

決
に

向
 け

た
「

市
民

と
と

も
に

つ
く

り
・

つ
か

う
協

創
」

に
基

づ
く

ま
ち

づ
く

り
を

 根
幹

と
位

置
づ

け
、

こ
れ

ら
を

積
み

重
ね

て
い

く
こ

と
に

よ
り

地
域

別
構

想
 に

基
づ

い
た

地
域

づ
く

り
を

実
践

し
、

地
域

別
構

想
を

包
括

す
る

全
体

構
想

 に
お

け
る

将
来

都
市

像
や

都
市

づ
く

り
の

目
標

の
実

現
を

目
指

す
都

市
計

 画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
を

行
っ

た
。

☆
☆

＊
2

20
19

-1
5

②
⑪

“都
心

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
”

の
実

現
に

向
け

た
土

地
利

用
誘

導
等

に
つ

い
て

の
検

討
業

務

神
戸

市
都

市
局

 
計

画
部

 
都

市
計

画
課

 土
地

利
用

係

07
8-

32
2-

54
80

20
17

年
7

月
8

日
～

20
18

年
3

月
30

日

株
式

会
社

 
都

市
・

計
画

・
設

計
研

究
所

神
戸

市
灘

区
山

田
町

３
丁

目
１

番
１

５
号

　
六

甲
ア

ト
リ

エ
ハ

ウ
ス

07
8-

82
1-

87
61

ko
be

@
ur

-
ip

d.
co

.jp
神

戸
事

務
所

 
平

井
 仁

 Ⓟ
神

戸
事

務
所

 
小

松
 拓

兵
庫

県
 

神
戸

市
 

中
央

区
 

都
心

地
区

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

都
心

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
の

実
現

に
向

け
た

土
地

利
用

の
誘

導
施

策
と

し
て

、「
①

回
遊

ル
ー

ト
の

住
宅

規
制

に
向

け
た

検
討

」「
②

神
戸

ら
し

い
景

観
維

持
に

向
け

た
建

築
物

の
高

さ
規

制
の

検
討

」
を

行
っ

た
。 

（
提

案
内

容
） 

①
回

遊
ル

ー
ト

沿
道

建
築

物
低

層
階

の
用

途
を

調
査

し
、

G
IS

に
よ

る
可

視
化

・
評

価
を

行
い

、
ル

ー
ト

ご
と

の
施

策
の

方
向

性
を

と
り

ま
と

め
た

。
②

超
高

層
マ

ン
シ

ョ
ン

が
立

地
す

る
可

能
性

の
あ

る
敷

地
を

対
象

に
、

３
次

元
モ

デ
ル

を
作

成
し

、
想

定
さ

れ
る

施
策

毎
の

有
効

性
を

検
証

し
た

。

☆
＊

3

20
19

-1
6

②
⑥

北
九

州
市

公
共

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
行

計
画

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
基

本
構

想
策

定
業

務

北
九

州
市

企
画

調
整

局
都

市
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
政

策
部

都
市

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

政
策

課

09
3-

58
2-

20
76

20
16

年
8

月
12

日
～

20
17

年
3

月
27

日

株
式

会
社

Ｕ
Ｒ

リ
ン

ケ
ー

ジ
九

州
支

社

福
岡

市
中

央
区

天
神

三
丁

目
9

番
33

号
　

KG
天

神
ビ

ル
4

階

09
2-

71
3-

93
09

lin
ka

ge
40

@
ur

lk
.

co
.jp

九
州

支
社

 支
社

長
　

岡
田

武
司

 Ⓟ
 

本
社

 ま
ち

づ
く

り
計

画
総

括
役

　
三

田
村

喜
己

男
 Ⓟ

 

九
州

支
社

 都
市

再
生

部
吉

住
忠

宣
 

本
社

 都
市

整
備

本
部

計
画

部
　

栗
村

英
男

福
岡

県
北

九
州

市
門

司
区

　
門

司
港

地
域

、
大

里
地

域

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

公
共

施
設

再
配

置
の

基
本

的
な

考
え

方
を

具
現

化
す

る
、

門
司

港
地

域
の

複
合

公
共

施
設

の
基

本
方

針
と

大
里

地
域

の
基

本
計

画
の

策
定

 
（

提
案

内
容

） 
門

司
港

地
域

：
公

共
施

設
の

集
約

化
に

あ
た

り
、

鉄
道

駅
を

中
心

と
し

た
周

辺
の

活
性

化
や

賑
わ

い
創

出
を

目
指

し
、

レ
ト

ロ
地

区
の

立
地

環
境

を
踏

ま
え

た
ま

ち
づ

く
り

構
想

を
提

案
。

地
域

や
事

業
者

の
意

見
を

取
り

入
れ

つ
つ

検
討

を
実

施
／

大
里

地
域

：
余

剰
地

の
活

用
に

お
い

て
、

地
域

需
要

を
見

極
め

た
居

住
機

能
の

土
地

利
用

と
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
向

上
の

取
組

内
容

を
提

案

☆
-

＊
1　

人
口

、
地

形
条

件
等

に
係

る
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
条

件
不

利
地

域
で

あ
る

こ
と

を
明

確
化

 し
た

上
で

、
土

地
利

用
面

か
ら

都
市

計
画

を
組

み
立

て
る

な
ど

、
発

注
者

の
意

向
を

理
解

し
、

国
・

県
の

関
係

機
関

協
議

も
乗

り
越

え
ら

れ
る

制
度

設
計

を
構

築
し

　
　

   
て

い
た

だ
い

た
。

 
＊

2　
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

と
立

地
適

正
化

計
 画

の
一

体
作

成
に

お
い

て
、

お
互

い
に

提
案

を
し

あ
う

こ
と

が
で

き
、

見
易

さ
や

わ
か

り
や

す
さ

に
努

め
た

満
足

の
い

く
業

務
と

な
っ

た
と

感
じ

て
い

ま
す

。
＊

3　
業

務
期

間
中

の
方

針
変

更
に

も
柔

軟
に

対
応

し
た

。
フ

リ
ー

ウ
ェ

ア
と

G
IS

を
巧

く
連

携
さ

せ
て

、
当

該
業

務
に

限
ら

ず
、

他
の

業
務

に
も

転
活

用
で

き
る

手
法

を
積

極
的

に
提

案
す

る
な

ど
、

創
意

工
夫

が
見

ら
れ

た
。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
 

期
間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-1

7
①

⑪
平

成
29

年
度

 集
約

都
市

形
成

支
援

事
業

 第
29

-
7-

10
1

号
 

須
崎

市
立

地
適

正
化

計
画

策
定

委
託

業
務

須
崎

市
建

設
課

都
市

計
画

係
08

89
-4

2-
51

93
20

17
年

6
月

1
日

～
20

18
年

3
月

20
日

株
式

会
社

Ｕ
Ｒ

リ
ン

ケ
ー

ジ

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
一

丁
目

５
番

３
号

03
-

62
14

-
56

92

ita
ba

sh
i-m

@
ur

lk
.

co
.jp

都
市

整
備

本
部

計
画

部
・

遠
竹

利
道

Ⓟ

都
市

整
備

本
部

計
画

部
ま

ち
づ

く
り

計
画

第
二

課
　

板
橋

正
明

 
同

課
　

齋
藤

威
己

 
同

課
　

三
谷

彩
子

高
知

県
須

崎
市

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

持
続

可
能

な
集

約
型

都
市

構
造

へ
の

転
換

に
向

け
、

立
地

適
正

化
計

画
を

策
定

す
る

に
あ

た
り

、
既

成
市

街
地

の
全

域
が

Ｌ
２

津
波

に
よ

る
浸

水
想

定
区

域
と

な
っ

て
い

る
特

殊
事

情
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

っ
た

。 
（

提
案

内
容

） 
津

波
災

害
に

備
え

て
全

て
の

住
宅

を
高

台
等

の
安

全
な

場
所

に
移

転
さ

せ
る

こ
と

は
、

財
政

や
現

在
の

生
活

を
維

持
す

る
上

で
事

実
上

困
難

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

居
住

誘
導

区
域

及
び

都
市

機
能

誘
導

区
域

の
設

定
及

び
誘

導
施

策
に

つ
い

て
、

須
崎

市
独

自
の

取
組

み
を

含
め

た
提

案
を

行
っ

た
。

☆
＊

1

20
19

18
②

(仮
称

)
第

３
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
基

本
構

想
・

基
本

計
画

策
定

業
務

委
託

小
牧

市
長

寿
・

障
が

い
福

祉
課

05
68

-7
6-

11
93

20
18

年
4

月
24

日
～

20
19

年
3

月
28

日

株
式

会
社

 
オ

オ
バ

東
京

都
千

代
田

区
神

田
錦

町
三

丁
目

７
－

１

03
-

59
31

-
59

35

ei
gy

o@
k-

oh
ba

.
co

.jp

ま
ち

づ
く

り
部

 丸
山

昇
ま

ち
づ

く
り

部
 木

村
晃

一
 

ま
ち

づ
く

り
部

 竹
内

希
生

愛
知

県
小

牧
市

大
字

久
保

一
色

地
内

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

基
本

構
想

、
基

本
計

画
、

検
討

委
員

会
意

見
反

映
、

次
世

代
交

流
機

能
、

地
域

活
性

化
 

（
提

案
内

容
） 

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
整

備
に

際
し

て
、

周
辺

の
土

地
利

用
や

交
通

ア
ク

セ
ス

を
踏

ま
え

、
コ

ン
セ

プ
ト

や
施

設
配

置
、

導
入

機
能

等
の

整
理

を
行

い
、

基
本

構
想

・
基

本
計

画
を

策
定

し
た

。
施

設
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

等
の

分
析

を
し

た
上

で
導

入
機

能
を

設
定

す
る

と
共

に
、

駅
前

の
立

地
性

を
活

か
し

て
既

存
施

設
に

な
い

世
代

交
流

機
能

を
新

た
に

設
け

、
高

齢
者

福
祉

の
み

な
ら

ず
地

域
活

性
化

に
も

貢
献

す
る

施
設

計
画

と
し

た
。

☆
☆

-

20
19

19
①

横
須

賀
市

立
地

適
正

化
計

画
策

定
支

援
業

務
委

託

横
須

賀
市

都
市

部
　

都
市

計
画

課

04
6-

82
2-

81
33

20
18

年
4

月
10

日
～

20
19

年
3

月
15

日

昭
和

株
式

会
社

東
京

都
千

代
田

区
平

河
町

一
丁

目
７

番
２

１
号

03
-

52
76

-
87

75

m
ad

og
u

ch
i_

ei
gy

o
@

sh
o-

wa
.

co
.jp

開
発

事
業

部
　

立
山

　
善

宏
　

Ⓟ

開
発

事
業

部
　

企
画

調
査

室
　

森
山

 長
和

 
開

発
事

業
部

　
企

画
調

査
室

　
坂

本
 明

子

神
奈

川
県

横
須

賀
市

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

年
度

内
の

立
地

適
正

化
計

画
の

策
定

に
向

け
て

、
前

年
度

に
続

き
、

居
住

誘
導

区
域

及
び

誘
導

施
策

の
検

討
、

目
標

値
の

設
定

、
検

討
委

員
会

（
庁

内
35

課
）

及
び

地
区

別
説

明
会

（
12

地
区

）
の

運
営

支
援

等
を

行
っ

た
。 

（
提

案
内

容
） 

居
住

誘
導

区
域

の
検

討
に

お
い

て
は

、
コ

ン
パ

ク
ト

に
形

成
さ

れ
て

き
た

市
街

地
形

成
の

経
緯

を
考

慮
し

た
区

域
設

定
を

検
討

し
、

居
住

誘
導

に
係

る
施

策
の

設
定

で
は

多
様

な
住

宅
地

タ
イ

プ
に

即
し

た
施

策
を

立
案

し
、

12
地

区
別

に
よ

る
丁

寧
な

市
民

意
見

の
把

握
等

に
よ

り
計

画
案

を
作

成
し

た
。

☆
☆

＊
2

20
19

20
⑩

平
成

30
年

度
　

都
清

委
第

15
号

　
草

薙
駅

南
口

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

作
成

支
援

等
業

務

静
岡

市
清

水
駅

周
辺

整
備

課
05

4-
35

4-
20

18
20

18
年

5
月

23
日

～
20

19
年

3
月

22
日

昭
和

株
式

会
社

東
京

都
千

代
田

区
平

河
町

一
丁

目
７

番
２

１
号

03
-

52
76

-
87

75

m
ad

og
u

ch
i_

ei
gy

o
@

sh
o-

wa
.

co
.jp

中
部

事
業

部
　

静
岡

技
術

室
　

中
山

　
裕

太

開
発

事
業

部
　

都
市

調
査

室
　

谷
村

　
晃

子
 

開
発

事
業

部
　

都
市

調
査

室
　

見
城

　
伸

静
岡

県
静

岡
市

清
水

区
草

薙
1

丁
目

外
6　

地
内

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

都
市

再
生

推
進

法
人

 草
薙

カ
ル

テ
ッ

ド
や

地
域

の
大

学
、

住
民

等
と

の
連

携
の

も
と

、
草

薙
駅

南
口

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
作

成
を

通
じ

た
官

民
連

携
ま

ち
づ

く
り

（
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
に

取
り

組
ん

だ
。 

（
提

案
内

容
） 

地
域

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

の
実

現
に

向
け

、
①

安
心

安
全

を
テ

ー
マ

と
し

た
照

明
社

会
実

験
や

②
地

域
の

移
動

の
あ

り
方

を
議

論
す

る
「

草
薙

カ
イ

ギ
」、

③
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

育
成

の
為

の
「

草
薙

イ
ン

タ
ー

ン
」

等
、

関
係

者
を

巻
き

込
ん

だ
会

議
体

の
構

築
を

提
案

し
、

実
践

型
ま

ち
づ

く
り

を
実

施
し

た
。

☆
-

＊
１

　
災

害
リ

ス
ク

の
あ

る
地

域
に

立
地

適
正

化
計

画
の

誘
導

区
域

を
設

定
し

た
モ

デ
ル

的
な

業
務

に
な

っ
て

い
る

。
＊

2　
前

年
に

引
き

続
く

業
務

で
あ

る
が

、
最

後
ま

で
意

欲
的

に
取

組
み

、
丁

寧
な

業
務

遂
行

で
 あ

り
ま

し
た

。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
21

①
②

都
市

計
画

変
更

検
討

調
査

委
託

川
口

市
都

市
計

画
課

04
9-

22
0-

20
68

20
18

年
6

月
28

日
～

20
19

年
3

月
29

日

昭
和

株
式

会
社

東
京

都
千

代
田

区
平

河
町

一
丁

目
７

番
２

１
号

03
-

52
76

-
87

75

m
ad

og
u

ch
i_

ei
gy

o
@

sh
o-

wa
.

co
.jp

開
発

事
業

部
　

企
画

調
査

室
　

新
野

　
友

美

開
発

事
業

部
　

都
市

調
査

室
　

上
坂

 明
 

同
　

前
田

英
輝

 
同

　
武

内
俊

樹

埼
玉

県
川

口
市

全
域

な
し

防
火

地
域

・
準

防
火

地
域

の
指

定
や

用
途

地
域

変
更

の
検

討
、

集
約

型
都

市
構

造
に

向
け

た
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
性

、
都

市
計

画
基

本
方

針
に

基
づ

く
各

拠
点

の
ま

ち
づ

く
り

の
実

現
化

手
法

の
検

討
を

行
っ

た
。 

防
火

地
域

等
の

検
討

で
は

、
災

害
時

の
被

害
や

避
難

リ
ス

ク
等

を
考

慮
し

た
項

目
に

よ
り

、
取

組
み

優
先

度
の

高
い

地
区

を
抽

出
し

た
。

各
拠

点
の

検
討

で
は

、
市

街
化

調
整

区
域

で
の

区
画

整
理

の
可

能
性

や
緑

に
配

慮
し

た
整

備
条

件
、

公
民

連
携

に
よ

る
賑

わ
い

創
出

に
向

け
た

取
組

み
を

検
討

・
提

案
し

た
。

☆
-

20
19

22
①

②
立

地
適

正
化

計
画

策
定

に
係

る
基

礎
調

査
業

務
 

立
地

適
正

化
計

画
（

都
市

機
能

誘
導

区
域

）
策

定
業

務

前
橋

市
都

市
計

画
部

市
街

地
整

備
課

02
7-

89
8-

69
46

20
15

年
8

月
26

日
～

20
17

年
3

月
29

日

一
般

財
団

法
人

　
計

量
計

画
研

究
所

東
京

都
新

宿
区

市
谷

本
村

町
２

番
９

号

03
-

32
68

-
99

11

in
fo

@
ib

s.
or

.jp
須

永
大

介
 Ⓟ

（
研

究
本

部
） 

稲
原

　
宏

（
研

究
本

部
　

都
市

地
域

・
環

境
部

門
）

加
藤

　
桃

子
(B

)（
研

究
本

部
　

都
市

地
域

・
環

境
部

門
） 

関
本

　
稀

美
(B

)（
同

上
）

群
馬

県
前

橋
市

計
量

計
画

研
究

所
・

ア
イ

・
デ

ィ
ー

・
エ

ー
Ｊ

Ｖ
共

同
提

案
体

 
当

研
究

所
は

主
に

ま
ち

づ
く

り
の

方
針

及
び

都
市

機
能

誘
導

区
域

・
誘

導
施

設
・

誘
導

施
策

の
設

定
、

計
画

の
と

り
ま

と
め

に
係

る
項

目
を

担
当

（
調

査
検

討
事

項
） 

公
共

交
通

と
ま

ち
づ

く
り

を
連

動
さ

せ
、

自
動

車
に

頼
ら

ず
生

活
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

に
向

け
て

「
前

橋
市

立
地

適
正

化
計

画
」

を
策

定
 

（
提

案
内

容
） 

①
主

要
な

拠
点

ご
と

に
PT

調
査

を
活

用
し

て
、

訪
問

者
の

活
動

目
的

や
年

齢
層

、
性

別
、

居
住

地
分

布
な

ど
を

踏
ま

え
て

誘
導

方
針

を
検

討
　

②
方

針
に

基
づ

き
、

人
口

・
都

市
機

能
の

集
積

状
況

に
加

え
て

、
公

共
交

通
の

利
便

性
か

ら
拠

点
を

選
定

し
、

中
心

と
な

る
交

通
結

節
点

か
ら

徒
歩

・
自

転
車

で
回

遊
で

き
る

市
街

地
の

ま
と

ま
り

を
都

市
機

能
誘

導
区

域
と

し
て

提
案

☆
＊

1

20
19

23
①

②
立

地
適

正
化

計
画

（
居

住
誘

導
区

域
）

策
定

業
務

 
立

地
適

正
化

計
画

（
居

住
誘

導
区

域
設

定
及

び
計

画
策

定
取

り
ま

と
め

）
策

定
業

務

前
橋

市
都

市
計

画
部

都
市

計
画

課

02
7-

89
8-

69
43

20
17

年
5

月
18

日
～

20
19

年
3

月
20

日

一
般

財
団

法
人

　
計

量
計

画
研

究
所

東
京

都
新

宿
区

市
谷

本
村

町
２

番
９

号

03
-

32
68

-
99

11

in
fo

@
ib

s.
or

.jp
石

川
　

岳
男

 
Ⓟ

（
研

究
本

部
　

都
市

地
域

・
環

境
部

門
） 

稲
原

　
宏

（
同

上
）

加
藤

　
桃

子
（

研
究

本
部

　
都

市
地

域
・

環
境

部
門

） 
関

本
　

稀
美

（
同

上
）

群
馬

県
前

橋
市

計
量

計
画

研
究

所
・

ア
イ

・
デ

ィ
ー

・
エ

ー
Ｊ

Ｖ
共

同
提

案
体

 
当

研
究

所
は

主
に

ま
ち

づ
く

り
方

針
及

び
居

住
誘

導
区

域
・

誘
導

施
策

の
設

定
、

計
画

の
と

り
ま

と
め

に
係

る
項

目
を

担
当

（
調

査
検

討
事

項
） 

公
共

交
通

と
ま

ち
づ

く
り

を
連

動
さ

せ
、

自
動

車
に

頼
ら

ず
生

活
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

に
向

け
て

「
前

橋
市

立
地

適
正

化
計

画
」

を
策

定
 

（
提

案
内

容
） 

①
都

市
機

能
と

居
住

の
集

積
を

推
進

す
る

誘
導

区
域

と
、

公
共

交
通

の
利

便
性

を
享

受
し

な
が

ら
、

生
活

で
き

る
誘

導
区

域
の

2
種

類
を

提
案

　
②

公
共

交
通

の
利

便
性

を
享

受
で

き
る

誘
導

区
域

に
つ

い
て

は
、

PT
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
駅

・
バ

ス
停

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
圏

域
を

把
握

し
、

網
形

成
計

画
の

幹
線

軸
等

か
ら

ア
ク

セ
ス

圏
域

内
を

具
体

的
な

範
囲

と
し

て
提

案

☆
＊

2

＊
１

　
業

務
の

目
的

や
本

市
の

特
徴

を
理

解
し

、
必

要
な

情
報

収
集

や
分

析
等

が
な

さ
れ

、
担

当
者

に
対

し
て

も
明

確
な

説
明

が
な

さ
れ

た
。

成
果

に
つ

い
て

も
よ

く
ま

と
め

ら
れ

た
も

の
で

あ
っ

た
。

 
＊

２
　

業
務

の
目

的
、

内
容

は
も

と
よ

り
、

本
市

の
地

域
特

性
を

理
解

し
業

務
に

必
要

な
分

析
や

 情
報

収
集

が
な

さ
れ

、
提

案
に

生
か

さ
れ

て
い

た
。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-2

4
①

下
川

町
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

策
定

委
託

業
務

下
川

町
建

設
水

道
課

01
65

5-
4-

25
11

20
17

年
6

月
1

日
～

20
18

年
3

月
30

日
 

20
18

年
5

月
2

日
～

20
19

年
3

月
29

日

株
式

会
社

 
ド

ー
コ

ン
札

幌
市

厚
別

区
厚

別
中

央
1

条
5

丁
目

4
番

1
号

01
1-

80
1-

15
55

m
h8

16
@

do
co

n.
jp

総
合

計
画

部
　

 
岡

本
　

真
和

総
合

計
画

部
　

本
間

春
海

 
同

　
和

田
修

一
 

同
　

幅
田

雅
喜

Ⓟ

北
海

道
上

川
郡

下
川

町

な
し

（
調

査
検

討
事

項
）

都
市

マ
ス

で
求

め
ら

れ
る

市
街

地
整

備
の

方
針

（
土

地
利

用
、

交
通

、
公

園
緑

地
等

）
は

も
と

よ
り

、
街

づ
く

り
の

要
と

な
る

下
川

町
な

ら
で

は
の

特
色

あ
る

3
つ

の
基

本
方

針
を

検
討

し
た

。 
（

提
案

内
容

）
全

町
民

ア
ン

ケ
ー

ト
、

町
民

検
討

委
員

会
、

庁
内

検
討

委
員

会
等

の
意

見
・

議
論

を
経

て
、

下
川

町
の

街
づ

く
り

の
要

と
な

る
3

つ
の

方
針

を
検

討
し

た
。

中
で

も
、

ま
ち

の
公

共
施

設
等

の
長

期
的

な
再

編
・

再
配

置
構

想
の

必
要

性
の

理
解

を
得

て
、

再
配

置
構

想
の

イ
メ

ー
ジ

例
を

提
案

し
た

。

☆
 ☆

＊
1

20
19

-2
5

⑤
和

歌
の

浦
街

な
み

環
境

整
備

計
画

策
定

業
務

委
託

和
歌

山
市

都
市

建
設

局
　

都
市

計
画

部
　

都
市

再
生

課

07
3-

43
2-

00
01

20
18

年
06

月
12

日
～

20
19

年
03

月
29

日

株
式

会
社

 
オ

オ
バ

東
京

都
千

代
田

区
神

田
錦

町
三

丁
目

７
－

１

03
-

59
31

-
59

35

ei
gy

o@
k-

oh
ba

.
co

.jp

大
阪

支
店

　
ま

ち
づ

く
り

部
　

担
当

部
長

　
 

上
田

哲
生

大
阪

支
店

　
ま

ち
づ

く
り

部
　

主
任

　
窪

田
隼

人
 

同
部

　
担

当
課

長
　

 
坊

内
裕

史
　

和
歌

山
県

和
歌

山
市

和
歌

浦
中

１
丁

目
外

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

日
本

遺
産

の
認

定
を

受
け

て
い

る
和

歌
山

市
和

歌
の

浦
地

域
に

お
い

て
、

街
な

み
環

境
整

備
方

針
及

び
街

な
み

環
境

整
備

事
業

計
画

を
策

定
す

る
。 

（
提

案
内

容
） 

整
備

方
針

・
整

備
事

業
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
の

歴
史

・
文

化
等

の
違

い
を

考
慮

し
３

つ
の

ゾ
ー

ン
に

分
け

、
ゾ

ー
ン

ご
と

に
め

ざ
す

べ
き

姿
の

設
定

や
、

そ
の

実
現

に
向

け
た

地
区

施
設

や
住

宅
等

の
整

備
に

関
す

る
方

針
を

示
し

た
。

ま
た

、
具

体
的

な
事

業
と

し
て

修
景

基
準

の
設

定
、

道
路

の
美

装
化

・
電

線
類

地
中

化
等

の
検

討
を

行
っ

た
。

☆
＊

2

20
19

-2
6

①
大

分
市

立
地

適
正

化
計

画
策

定
業

務
委

託

大
分

市
都

市
計

画
部

　
都

市
計

画
課

09
7-

53
7-

59
67

20
17

年
06

月
01

日
～

20
19

年
03

月
15

日

株
式

会
社

 
オ

オ
バ

東
京

都
千

代
田

区
神

田
錦

町
三

丁
目

７
－

１

03
-

59
31

-
59

35

ei
gy

o@
k-

oh
ba

.
co

.jp

九
州

支
店

　
ま

ち
づ

く
り

部
 

西
口

徹
Ⓟ

九
州

支
店

ま
ち

づ
く

り
部

　
計

画
設

計
課

  
小

宮
大

介
 

九
州

支
店

ま
ち

づ
く

り
部

　
計

画
設

計
課

  
中

原
智

恵

大
分

県
大

分
市

内
な

し
（

調
査

検
討

事
項

） 
都

市
構

造
上

の
課

題
を

踏
ま

え
、

人
口

減
少

・
少

子
高

齢
社

会
の

進
展

に
対

応
し

た
都

市
の

あ
り

方
を

示
す

「
立

地
適

正
化

計
画

」
の

策
定

を
支

援
し

た
。 

（
提

案
内

容
） 

約
48

 万
人

が
暮

ら
す

大
分

市
の

都
市

構
造

上
の

課
題

を
定

量
的

・
効

率
的

に
把

握
す

る
た

め
、

56
 小

学
校

区
に

区
分

し
て

分
析

・
評

価
し

、
拠

点
性

の
高

い
地

域
を

明
ら

か
に

し
た

。
こ

の
結

果
を

誘
導

区
域

・
施

策
の

検
討

に
反

映
す

る
と

と
も

に
、

誘
導

区
域

の
外

側
で

の
対

応
を

併
せ

て
検

討
す

る
こ

と
で

、
市

民
に

納
得

感
の

あ
る

計
画

と
な

る
よ

う
留

意
し

た
。

☆
 ☆

-

20
19

-2
7

①
②

大
牟

田
市

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
改

定
及

び
大

牟
田

市
立

地
適

正
化

計
画

策
定

業
務

委
託

大
牟

田
市

都
市

計
画

・
公

園
課

09
44

-4
1-

27
82

20
16

年
7

月
27

日
～

20
19

年
3

月
15

日

株
式

会
社

 
オ

オ
バ

東
京

都
千

代
田

区
神

田
錦

町
三

丁
目

７
－

１

03
-

59
31

-
59

35

ei
gy

o@
k-

oh
ba

.
co

.jp

九
州

支
店

ま
ち

づ
く

り
部

　
西

口
徹

Ⓟ

九
州

支
店

ま
ち

づ
く

り
部

　
計

画
設

計
課

　
小

宮
大

介
 

同
課

　
中

原
智

恵
 

同
課

　
淺

野
耕

平

福
岡

県
 

大
牟

田
市

内

な
し

（
調

査
検

討
事

項
） 

都
市

づ
く

り
の

課
題

を
踏

ま
え

、
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

、
立

地
適

正
化

計
画

、
市

街
化

調
整

区
域

の
整

備
保

全
構

想
の

同
時

並
行

に
よ

る
検

討
を

支
援

し
た

。 
（

提
案

内
容

） 
人

口
減

少
・

少
子

高
齢

化
社

会
の

進
展

や
社

会
情

勢
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
、

市
街

地
縮

退
へ

の
道

筋
の

明
示

と
市

街
化

調
整

区
域

で
顕

在
化

し
つ

つ
あ

る
農

村
集

落
活

力
維

持
に

向
け

、
３

計
画

同
時

並
行

で
検

討
を

行
い

、
課

題
や

将
来

像
を

共
有

し
、

市
街

化
区

域
等

の
規

制
区

分
に

拘
ら

ず
に

対
策

を
立

案
す

る
こ

と
で

市
民

が
納

得
で

き
る

計
画

と
し

た
。

☆
 ☆

＊
3

＊
１

　
２

か
年

に
渡

る
都

市
マ

ス
策

定
の

中
で

、
ま

さ
に

多
種

多
様

な
意

見
が

あ
っ

た
が

、
担

当
者

は
そ

れ
ら

を
よ

く
ま

と
め

上
げ

、
結

果
と

し
て

成
果

品
は

想
定

以
上

の
も

の
と

な
っ

た
。

 
＊

２
　

和
歌

山
市

歴
史

的
風

致
維

持
向

上
計

画
に

基
づ

き
整

備
計

画
を

策
定

す
る

た
め

、
地

域
固

有
の

歴
史

文
化

を
踏

ま
え

る
必

要
が

あ
っ

た
が

、
よ

く
調

査
研

究
が

な
さ

れ
て

い
た

。
＊

３
　

地
域

の
課

題
を

計
画

に
反

映
す

る
た

め
、

市
民

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

市
内

全
地

域
で

開
催

し
た

。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-2

8
⑪

和
歌

山
市

歴
史

的
風

致
維

持
向

上
計

画
策

定
業

務
委

託

和
歌

山
市

都
市

再
生

課
07

3-
43

5-
10

48
20

17
年

６
月

８
日

～
20

18
年

３
月

17
日

株
式

会
社

地
域

計
画

建
築

研
究

所
 大

阪
事

務
所

大
阪

市
中

央
区

今
橋

３
－

１
－

７
日

本
生

命
今

橋
ビ

ル
10

階

06
-

62
05

-
36

00

in
fo

@
ar

pa
k.

co
.jp

都
市

・
地

域
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
絹

原
一

寛
岡

本
壮

平
Ⓟ

都
市

・
地

域
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
松

下
藍

子
依

藤
光

代

和
歌

山
県

和
歌

山
市

な
し

（
調

査
検

討
事

項
）

歴
史

・
文

化
を

生
か

し
た

都
市

づ
く

り
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
、

市
の

維
持

向
上

す
べ

き
歴

史
的

風
致

や
課

題
・

方
針

、
重

点
区

域
で

の
整

備
計

画
の

立
案

等
（

提
案

内
容

）
市

全
域

に
広

が
る

歴
史

・
文

化
を

掘
り

起
こ

し
、

歴
史

的
風

致
に

位
置

付
け

る
こ

と
で

、
今

後
の

保
全

活
用

を
狙

っ
た

。
広

く
風

致
が

連
担

す
る

和
歌

の
浦

エ
リ

ア
一

帯
を

重
点

区
域

と
し

、
同

時
期

の
日

本
遺

産
認

定
と

合
わ

せ
て

、
更

な
る

歴
史

・
文

化
の

都
市

づ
く

り
を

図
る

べ
く

、
歴

史
的

資
源

や
景

観
の

保
全

、
回

遊
の

拠
点

的
施

設
の

提
案

な
ど

を
行

っ
た

☆
＊

１

20
19

-2
9

⑤
陸

前
高

田
市

屋
外

広
告

物
規

制
等

検
討

業
務

陸
前

高
田

市
都

市
計

画
課

01
92

-5
4-

21
11

20
18

年
12

月
4

日
～

20
19

年
3

月
29

日

(株
)ア

ル
テ

ッ
プ

東
京

都
港

区
赤

坂
8-

10
-

39
　

赤
坂

KS
A

ビ
ル

２
F

03
-

34
78

-
10

80

in
fo

@
ar

te
p.

co
.jp

中
川

　
智

之
Ⓟ

佐
野

　
雄

二
Ⓟ 三

村
　

隆
浩

柴
田

　
淳

志

岩
手

県
　

陸
前

高
田

市
全

域

な
し

復
興

が
進

み
建

築
物

の
建

築
も

本
格

化
し

て
い

る
陸

前
高

田
市

で
は

、
平

成
30

年
6

月
に

景
観

計
画

を
策

定
。

本
業

務
は

、
同

市
の

景
観

形
成

を
更

に
推

進
す

る
た

め
、

復
興

祈
念

公
園

周
辺

地
域

と
そ

れ
に

つ
な

が
る

沿
道

地
域

等
の

景
観

形
成

を
実

現
す

る
べ

く
、

市
独

自
の

屋
外

広
告

物
条

例
の

制
定

、
景

観
地

区
の

制
定

、
景

観
計

画
の

改
定

、
特

定
用

途
制

限
地

域
の

指
定

等
に

よ
る

、
各

種
規

制
誘

導
手

法
を

組
合

わ
せ

た
、

実
効

性
が

高
く

総
合

的
な

景
観

形
成

方
策

の
技

術
的

な
提

案
・

検
討

を
行

い
策

定
を

支
援

し
た

。

☆
☆

＊
２

20
19

-3
0

②
市

街
化

調
整

区
域

地
区

計
画

の
運

用
指

針
案

の
作

成
及

び
大

規
模

土
地

利
用

転
換

に
お

け
る

土
地

利
用

制
度

の
在

り
方

検
討

業
務

委
託

町
田

市
都

市
政

策
課

04
2-

72
4-

42
48

20
18

年
7

月
30

日
～

20
19

年
3

月
18

日

(株
)ア

ル
テ

ッ
プ

東
京

都
港

区
赤

坂
8-

10
-

39
　

赤
坂

KS
A

ビ
ル

２
F

03
-

34
78

-
10

80

in
fo

@
ar

te
p.

co
.jp

中
川

　
智

之
Ⓟ

佐
野

　
雄

二
Ⓟ 永

久
　

史
郎

上
條

　
由

紀

東
京

都
町

田
市

全
域

な
し

①
市

内
の

市
街

化
調

整
区

域
の

土
地

利
用

特
性

や
建

築
動

向
等

の
分

析
に

基
づ

き
、

複
数

の
類

型
に

よ
る

今
後

の
土

地
利

用
の

方
向

性
を

提
案

・
整

理
。

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
市

街
化

調
整

区
域

地
区

計
画

の
運

用
指

針
案

の
作

成
を

支
援

し
た

。
②

市
内

で
大

規
模

な
土

地
利

用
転

換
が

予
見

さ
れ

る
地

区
を

複
数

抽
出

し
、

今
後

の
課

題
と

対
応

方
向

を
検

討
・

提
案

。
そ

の
上

で
、

大
規

模
敷

地
の

土
地

利
用

転
換

に
対

し
て

、
土

地
取

引
段

階
、

開
発

構
想

段
階

で
の

適
切

な
土

地
利

用
の

誘
導

方
策

を
提

案
・

検
討

し
た

。

☆
☆

＊
３

20
19

-3
1

③
近

鉄
四

日
市

駅
周

辺
整

備
交

通
処

理
検

討
業

務
委

託

四
日

市
市

都
市

計
画

課
05

9-
35

4-
82

14
20

19
年

1
月

24
日

～
20

19
年

9
月

30
日

中
央

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
(株

)

名
古

屋
市

西
区

那
古

野
2-

11
-2

3

05
2-

55
1-

25
41

na
go

ya
-

in
fo

@
ch

uo
h-

c.
co

.jp

本
店

・
都

市
整

備
部

稲
垣

貴
政

Ⓟ

本
店

・
都

市
整

備
部

村
松

由
博

神
谷

貴
浩

桑
嶋

博
史

Ⓟ

三
重

県
四

日
市

市
な

し
（

調
査

検
討

事
項

）
近

鉄
四

日
市

駅
周

辺
等

整
備

基
本

構
想

を
踏

ま
え

、
中

央
通

り
及

び
駅

前
広

場
の

交
通

処
理

検
討

及
び

道
路

予
備

検
討

を
行

っ
た

。
（

提
案

内
容

）
交

通
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

は
、

時
刻

表
か

ら
把

握
さ

れ
る

バ
ス

台
数

の
設

定
や

歩
行

者
ブ

ロ
ッ

ク
調

査
結

果
を

反
映

し
た

詳
細

な
交

通
流

動
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。

道
路

予
備

検
討

で
は

、
道

路
構

造
令

を
踏

ま
え

た
課

題
整

理
と

合
せ

て
、

事
業

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
車

両
軌

跡
に

よ
る

検
証

な
ど

多
様

な
視

点
に

よ
り

実
現

性
を

高
め

る
検

討
を

し
た

。

☆
＊

４

＊
１

　
計

画
作

成
に

お
い

て
、

市
民

や
国

、
県

、
庁

内
関

係
部

局
、

学
識

経
験

者
等

で
構

成
す

る
協

議
会

等
多

方
面

の
意

見
聴

取
及

び
調

整
を

要
す

る
業

務
で

あ
っ

た
た

め
、

何
度

も
計

画
案

の
修

正
が

生
じ

た
が

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
遵

守
に

努
め

て
い

た
。

＊
２

　
市

の
現

況
を

把
握

し
、

景
観

行
政

に
つ

い
て

市
へ

適
切

な
情

報
等

を
提

供
さ

れ
、

疑
問

点
等

へ
の

対
応

が
迅

速
で

あ
っ

た
。

 
＊

３
　

関
係

団
体

へ
の

説
明

等
に

お
い

て
、

緊
急

の
デ

ー
タ

分
析

や
資

料
作

成
支

援
に

対
応

い
た

だ
い

た
。

＊
４

　
当

該
業

務
に

関
連

し
、

多
面

的
な

情
報

収
集

や
必

要
な

分
析

が
的

確
に

な
さ

れ
、

提
案

に
生

か
さ

れ
た

。
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N
o.

業
務

分
野

業
務

名

発
注

者
情

報
履

行
期

間

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
情

報
業

務
対

象
地

域 等

JV
・

再
委

託
に

関
す

る
事

項
業

務
内

容
発

注
者

の
評

価
（

総
合

評
価

）
特

記
事

項
発

注
者

担
当

部
局

連
絡

先
(市

代
表

)
企

業
名

称
所

在
電

話
番

号
E-

m
ai

l
主

担
当

技
術

者
中

心
的

に
指

揮
し

た
技

術
者

作
業

を
中

心
的

に
担

っ
た

技
術

者
20

19
-3

2
⑧

⑩
低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
計

画
運

用
基

準
作

成
業

務
委

託
等

 ※
１

川
西

市
土

木
部

キ
セ

ラ
川

西
推

進
課

07
2-

74
0-

12
03

20
13

年
8

月
13

日
～

20
19

年
3

月
20

日

株
式

会
社

地
域

計
画

建
築

研
究

所
 大

阪
事

務
所

大
阪

市
中

央
区

今
橋

3-
1-

7
日

本
生

命
今

橋
ビ

ル

06
-

62
05

-
36

00

in
fo

@
ar

pa
k.

co
.jp

サ
ス

テ
ィ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
グ

ル
ー

プ
畑

中
 直

樹
  Ⓟ

地
域

再
生

デ
ザ

イ
ン

グ
ル

ー
プ

山
本

 昌
彰

都
市

・
地

域
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
　

絹
原

 一
寛

サ
ス

テ
ィ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
グ

ル
ー

プ
 

中
川

貴
 美

子

兵
庫

県
川

西
市

キ
セ

ラ
川

西
地

区
（

旧
中

央
北

地
区

）

な
し

当
地

区
は

、
工

場
跡

地
か

ら
の

土
地

利
用

転
換

を
目

指
す

エ
リ

ア
で

、「
地

区
全

体
の

付
加

価
値

向
上

」
の

た
め

「
キ

セ
ラ

川
西

低
炭

素
ま

ち
づ

く
り

計
画

」
の

策
定

を
行

っ
た

。
そ

の
計

画
を

具
現

化
す

る
た

め
、「

エ
コ

ま
ち

運
用

基
準

」
と

し
て

、
低

炭
素

・
景

観
に

関
す

る
各

項
目

を
提

案
す

る
と

と
も

に
、

運
用

基
準

の
誘

導
お

よ
び

協
議

結
果

の
成

果
の

見
え

る
化

と
し

て
「

ラ
ベ

リ
ン

グ
制

度
や

建
築

賞
」

の
創

設
の

提
案

お
よ

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

た
め

の
エ

コ
ま

ち
協

議
会

の
組

成
に

つ
い

て
提

案
を

行
っ

た
。

☆
＊

１

＊
１

　
全

国
初

の
低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

に
あ

た
り

、
課

題
を

共
に

探
求

し
、

専
門

的
な

知
識

や
経

験
か

ら
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

る
こ

と
で

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

高
い

情
報

収
集

力
と

分
析

力
を

持
ち

、
業

務
を

的
確

か
つ

正
確

に
遂

行
し

た
。

※
１

　
低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
計

画
運

用
基

準
作

成
業

務
委

託
/低

炭
素

ま
ち

づ
く

り
計

画
策

定
支

援
業

務
委

託
/エ

コ
ま

ち
協

議
会

開
催

に
伴

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

支
援

業
務

委
託

/平
成

２
８

年
度

エ
コ

ま
ち

協
議

会
支

援
業

務
委

託
/平

成
２

９
年

度
エ

コ
ま

ち
協

議
会

支
援

業
務

委
託

/平
成

３
０

年
度

キ
セ

ラ
川

西
エ

コ
ま

ち
協

議
会

支
援

業
務

委
託
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調査概要

協力自治体 その他自治体 コンサルタント

質
問
項
目

・評価作業の負担感

・データベースアクセス状況

・制度全体への意見

・当事業の認知度

・協力要請への対応

・協力する場合の障害

・発注時の情報入手方法

・�評価依頼検討後見合わせの

経験や要因

・�評価依頼による自治体との

関係変化の懸念と対策

・�☆なしのダメージとダメー

ジ軽減策

・☆の効果効用

・制度全体への意見

	 共通：視野を広げたデータベース

アンケート調査結果（自治体）

１．ejob 事業の浸透度 内容は理解しており、これまで協力要請

を受けたことがある　3％

関係行政の会議等を通じて話が
あり、内容は概ね理解している　

15％

関係行政の会議等で話は聞いた
ことがあるが内容は詳しくは知

らない　23％
これまで聞いたことがなく、
このアンケートで初めて知っ

た　52％

分からない　7％

2019 年実施の ejob 事業アンケート調査の実施結果

・�ejob 事業の更なる改善・発展のために 2019 年 9 月～ 10 月にかけてアンケート調査を実施しま
した。148 の自治体と 97 のコンサルタントからご協力をいただきました。

・それぞれに対する質問項目は以下の通りです。
・本冊子では、結果の抜粋をご紹介しています。詳細は、ejob 事業ホームページをご覧ください。

・�自治体の認知度について「当事業は
今回初めて聞いた」という自治体
が、まだ協力表明いただいていない
自治体のうち 52% あり、また協力要
請への対応について、「支障なし」が
26%、「分からない」が 59% でした。
まだまだ自治体への浸透度は不十分
であり今後も働きかけをする素地は
あると感じています。

・�自治体のデータベースのアクセス状況
については「アクセスしたことはあ
るが活用まではない」が 55%、「アク
セスしたことがない」は 32% でした。
まだ有効活用の段階には至っておら
ず、今後は更なる評価実績の蓄積が
必要と考えています。

２．データベースアクセス状況

アクセスしたことはあるが、

活用までは至っていない　55％

分からない　5％
時々アクセスし、参考

にする場合がある　8％

これまでデータベースに
アクセスしたことがない　

32％
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・�自治体の評価作業の負担感については
「負担を感じていない」+「一概には
言えない」で 74% でした。特に大き
な負担感は存在しないと思われます。
制度の仕組み自体の見直しに係る意
見もありませんでした。

・�評価依頼検討後に見合わせた経験があ
るのは 56% で、その要因として「発
注自治体が協力リストにない」+「協
力を頼んだが断られた」が 68%、「評
価依頼書作成が煩わしい」が 41% で
した。協力自治体の増加と評価依頼
書作成の負担感軽減が求められてい
ます。

・�コンサルタントの評価依頼による自治
体との関係変化の懸念については「評
価は当然で心配しない」が 37%、「時々
心配」が 46% でした。そこまで関係
変化を懸念している人は多くないと
みられ、「業務評価」自体は浸透しつ
つあるように思われます。

３．評価作業の負担感

特に負担とは感じていない　

37％

労力的な負担はないが、
精神的な負担を感ずること

がある　6％
精神的な負担はないが、

労力的な負担を感ずることがある　18％

労力的にも精神的にも

負担を感ずることがある　2％

一概には言えない　

37％

アンケート調査結果（コンサルタント）

１．評価依頼を見合わせた経験 そういう経験がしばしばある　

7％

そういう経験が時にある　

49％

これまでそういう経験はない　

42％

分からない　

2％

２．評価依頼による自治体との関係

発注者評価があるのは当然
なので心配することはない　

37％

心配になるケースも時々ある　

47％

大概のケースで心配する　

6％

その他　9％
無回答　1％
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問合せ先　　ejob 事業運営委員会事務局（公益財団法人　都市計画協会内）
E-mail　　　ejob@tokeikyou.or.jp（記録確保の観点から、問い合わせはメールでお願いいたします）
関係団体　　公益社団法人 日本都市計画学会　　　　　　公益財団法人 都市計画協会
　　　　　　一般社団法人 都市計画コンサルタント協会　認定特定非営利活動法人 日本都市計画家協会

ejob とは、
excellent job（良い仕事）

を指す言葉です。
「ejob 事業」を只今
商標登録出願中です。

発行日：2020 年 3 月
発行者：都市計画コンサルタント優良業務登録事業運営委員会

ejob 事業 検索

最新情報は
or

or
http://www.tokeikyou.or.jp/touroku.html


